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総務委員会会議録 
 

令和元年１０月１５日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ２時５１分閉議（実時間２１４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７８号・平成３０年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第８５号・平成３０年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  堀   徹 男 君 

 

※欠席委員 成 松 由紀夫 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員      江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者     秋 田 壮 男 君 

 財務部長      佐 藤 圭 太 君 

  財務部次長    尾 﨑 行 雄 君 

  資産税課長    松 川 由 美 君 

  財政課長     田 中 智 樹 君 

  市民税課長    中 田 利一郎 君 

  資産経営課長   鋤 田 敦 信 君 

 市民環境部長    桑 原 真 澄 君 

  市民環境部次長  小 林 眞 二 君 
 
  理事兼 
           遠 山 光 徳 君 
  市民活動政策課長 
 

  市民課長     西 田 裕 一 君 

 市長公室長     松 本 浩 二 君 

  市長公室次長   谷 脇 信 博 君 

 総務企画部長    松 村   浩 君 
 
  総括審議員兼 
           山 田 純 子 君 
  総務企画部次長 
 

  理事兼企画政策課長 福 本 桂 三 君 

  危機管理課長   廣 兼 和 久 君 
 
  危機管理課 
           稲 崎 敬 文 君 
  消防防災係長 
 

  情報政策課長   早 木 浩 二 君 
 
  情報政策課長補佐兼 
           高 木 浩 行 君 
  情報化推進係長 
 

部局外 

 議会事務局長    宮 田   径 君 

  議会事務局次長  増 田 智 郁 君 

                              

○記録担当書記     上 野 洋 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）定刻となり、定足数に達しましたので、

ただいまから総務委員会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、９月３０日

の本委員会でも報告いたしましたが、まず、一

般会計決算の歳入及び各特別会計決算の歳入の

審査については、平成３０年度八代市一般会計

歳入歳出決算書、または平成３０年度八代市特

別会計歳入歳出決算書に基づいて、次に、一般

会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の審

査については、平成３０年度における主要な施

策の成果に関する調書及び土地開発基金の運用

状況に関する調書に基づいて説明を聴取し、監
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査委員からの審査意見書も含めたところで質疑

を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、お手元に配

付しておりますような方法で進めさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を予備日に

繰り越すことも考えられます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第７８号・平成３０年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案２件の審査に入

ります。 

 まず、議案第７８号・平成３０年度八代市一

般会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題

とし、歳入等について、執行部より一括して説

明を求めます。 

○財務部長（佐藤圭太君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財務部の佐藤でございます。本日は、決

算審査、お世話になります。 

 それでは、総務委員会に付託されました議案

につきまして、本日の説明者につきまして簡単

に申し上げます。 

 まず、一般会計の説明は、全体の歳入を尾﨑

財務部次長、歳出の総務費など関係分を同じく

尾﨑財務部次長、議会費を増田議会事務局次

長、消防費を山田総務企画部総括審議員兼次長

が説明いたします。また、特別会計につきまし

ては、担当課長が説明いたします。よろしくお

願いいたします。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部の尾﨑でございます。よろしくお願

いいたします。それでは、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） それでは、議案

第７８号・平成３０年度八代市一般会計歳入歳

出決算について説明いたします。 

 まず、歳入を説明する前に、一般会計全体の

収支状況について説明いたします。 

 一般会計歳入歳出決算書、最後の２０４ペー

ジをお願いいたします。 

 一般会計の実質収支に関する調書でございま

すが、表の上から歳入総額が６６４億８５７万

円で、前年度に比べ５.９％、４１億６３３５

万１０００円の減少でございます。 

 次の歳出総額は、６５０億８６２１万７００

０円で、前年度に比べ１.４％、９億１５９６

万７０００円の減少でございます。 

 次の歳入歳出差し引き額、いわゆる形式収支

は１３億２２３５万３０００円で、この形式収

支から、次の翌年度へ繰り越すべき財源の計１

億７１７６万３０００円を差し引いた、その下

の実質収支額は１１億５０５９万円の黒字とな

っており、これが翌年度への実質的な繰越金と

なります。 

 それでは、２４、２５ページをお願いいたし

ます。 

 歳入の金額につきましては、右側のページの

中ほどの収入済額を１０００円未満切り捨てで

説明させていただきます。 

 なお、国や県の支出金、あるいは市債など事

業に係る特定財源につきましては歳出のほうで

出てまいりますので、簡単に説明させていただ

きます。 

 まず、款１・市税でございますが、収入済額
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は１５１億５８２６万８０００円で、前年度に

比べ０.６％、９２７１万２０００円の増加で

ございます。 

 歳入全体の２２.８％を占めており、歳入の

主要なものでございます。調定額に対する収入

済額の割合であります徴収率は、現年課税分で

９８.８％、滞納繰越分で２１.３％、全体では

９５.４％と、前年度と比べて０.３ポイント上

昇と年々上昇しております。 

 収入済額の右側の不納欠損額７０４７万８０

００円は、地方税法の規定による滞納処分の執

行停止が３年間継続したときなど、納税義務が

消滅してしまうものでございます。さらに、そ

の右の収入未済額６億５７７３万９０００円

は、いわゆる滞納額で平成３０年度中に徴収で

きず、次年度に繰り越されて徴収の対象となる

ものでございます。 

 不納欠損額、収入未済額のいずれの金額も昨

年度決算より減少しております。 

 それでは、市税の税目ごとの内容ですが、ま

ず、項１・市民税、目１・個人、節１・現年課

税分４７億８１８７万１０００円は、前年度比

０.８％の増でございます。 

 市民個人の前年の所得に対し課税されるもの

で、均等割３０００円と所得割６％からなって

おります。なお、備考欄の還付未済額は、市税

の還付通知を出しましたが、年度内に受け取り

がなされていないものでございます。 

 次の目２・法人、節１・現年課税分１１億４

３９３万７０００円は、前年度に比べて０.

５％の増となっております。法人の決算期ごと

の申告課税によるもので、法人の規模に応じた

均等割と法人税割からなっております。 

 次に、項２、目１・固定資産税、節１・現年

課税分の７７億７６９４万７０００円は、１月

１日現在の土地、家屋、償却資産の所有者に対

し課税されるもので、前年度に比べて０.７％

の増となっております。主な増加要因は、新増

築家屋の増のほか、償却資産における実地調査

等に伴う増によるものでございます。 

 次の、目２の国有資産等所在市交付金４１７

１万３０００円は、国、県などが所有する土

地、家屋等に対する固定資産税のかわりとして

交付されるもので、前年度に比べて１.５％の

減でございます。 

 次に、項３、目１・軽自動車税、節１・現年

課税分の４億８５８万７０００円は、４月１日

現在の所有者に対し課税されるもので、前年度

に比べ３.４％の増となっておりますが、平成

２８年度からの税額の一部改正が行われたこと

が大きな要因でございます。 

 次に、項４、目１・市たばこ税、節１・現年

課税分８億４４８２万９０００円は、卸売販売

業者等の売り上げに対し課税するもので、前年

度に比べ０.８％の減となっております。減少

の主な要因は、平成２８年度からのたばこ税関

係法令の改正により、紙巻きたばこ三級品の単

価が段階的に上昇しておりますものの、喫煙率

が下がったことが主な要因でございます。 

 次に、項５、目１の入湯税、節１・現年課税

分１３７０万１０００円は、入湯客に対し課税

する税で、環境衛生施設、消防施設の整備や観

光振興の費用などに充てられる目的税でござい

まして、前年度比５.３％の減となっておりま

す。税額は、日帰り客で５０円、宿泊客で１５

０円などであり、日奈久、龍峯、坂本、東陽地

区の各温泉施設が対象となっております。 

 次に、款２・地方譲与税でございますが、地

方譲与税とは、国が徴収した特定の税目の税収

を一定の基準で地方公共団体に譲与、交付する

ものでございます。 

 ２６、２７ページをお願いいたします。 

 項１、目１、節１・地方揮発油譲与税１億４

４０９万５０００円は、国税の地方揮発油税の

４２％を市町村道の延長、面積に応じ、市町村

に譲与されるもので、前年度比０.６％の増で
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ございます。 

 次の項２、目１、節１の自動車重量譲与税３

億５４９２万円は、国の自動車重量税の約３分

の１相当額、当分の間は１０００分の４０７で

ございますが、市町村道の延長、面積に応じ、

市町村に譲与されるもので、前年度比１.１％

の増でございます。 

 次に、項３、目１、節１の特別とん譲与税２

２３９万円は、外国貿易船の八代港への入港に

際し、船の純トン数に応じ譲与されるもので、

前年度比８.６％の減でございます。 

 次に、款３、項１、目１、節１・利子割交付

金２０２２万４０００円でございます。これ

は、預金利子に課税される県税の一部が、県民

税の割合に応じて県から市町村に交付されるも

ので、前年度比５.４％の減となっておりま

す。 

 次に、款４、項１、目１、節１・配当割交付

金３９０５万５０００円は、上場株式などの配

当課金に対する課税の一部を財源として、県か

ら一定の基準で市町村に対し交付されるもの

で、前年度比３０.８％の増となっておりま

す。 

 次の款５、項１、目１、節１・株式等譲渡所

得割交付金３０６５万７０００円は、株式等の

譲渡所得等に課税される県税の一部が、県民税

の割合に応じて県から市町村に交付されるもの

で、前年度比２８.７％の減となっておりま

す。 

 次に、款６、項１、目１、節１・地方消費税

交付金２４億１８３万２０００円は、徴収され

た地方消費税の一部が、市町村の人口及び従業

者数で案分され交付されるもので、前年度比

３.３％の増となっております。 

 次は、款７、項１、目１、節１・ゴルフ場利

用税交付金６５７万１０００円でございます

が、県に納められたゴルフ場利用税の１０分の

７に相当する額が、ゴルフ場所在の市町村に交

付されるもので、前年度比３.７％の減となっ

ております。 

 次に、２８、２９ページにかけまして、款

８、項１、目１、節１・自動車取得税交付金１

億１７５９万１０００円でございますが、県税

である自動車取得税を、市町村道の延長及び面

積に応じて県から交付されるもので、前年度比

２.６％の減となっております。 

 次に、款９、項１・地方特例交付金、目１、

節１の減収補てん特例交付金６３１６万３００

０円は、個人市民税における住宅借入金等特別

税額控除の実施に伴い、地方公共団体の減収補

塡措置として設けられているもので、前年度比

１５.１％の増となっております。 

 次に、款１０、項１、目１、節１・地方交付

税は、１５３億３６９０万７０００円でござい

まして、前年度に比べ４.８％の減でございま

す。 

 地方交付税は、団体間の財源の不均衡を調整

し、全ての地方団体が一定の水準を維持し得る

よう財源を保障するもので、国税として徴収し

た所得税、法人税、酒税、消費税や地方法人税

にそれぞれの割合を乗じた額の合計額が、合理

的な基準によって地方団体に交付されるもので

あり、普通交付税に９４％、特別交付税に６％

の割合で配分されます。 

 普通交付税は、標準的な歳入である基準財政

収入額が、標準的な歳出である基準財政需要額

に対し少ない場合に、その差額が交付されるも

ので、特別交付税は、災害等の特別の事情を考

慮して交付されるものでございます。 

 それぞれの収入済額は、普通交付税は合併後

１０年が経過し、合併算定特例期間が終了した

ことなどから、前年度に比べ４％減の１４１億

５５７万２０００円、特別交付税は熊本地震等

災害による財政需要の減少等により、前年度比

１３.３％減の１２億３１３３万５０００円で

ございます。 
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 次に、款１１、項１、目１、節１・交通安全

対策特別交付金の１５１４万６０００円は、国

に納付された交通反則金を交通事故の件数や人

口集中地区の人口等をもとに算出し、国から交

付されるもので、前年度比１０.５％の減とな

っております。 

 続きまして、款１２・分担金及び負担金は、

特定の事業の経費に充てるため、その事業によ

り受益を受ける者に賦課徴収するもので、前年

度比３.２％減の８億２２０１万８０００円で

ございまして、減の主な理由は、保育所保育料

の減でございます。 

 まず、項１・分担金、目１・農林水産業費分

担金、節１・農業費分担金の９０００万円は、

かんがい排水路改修事業の受益農家からの分担

金でございます。 

 次に、項２・負担金、目１・総務費負担金、

節１・総務管理費負担金１０３５万２０００円

は、八代地域イントラネット運営経費に係る氷

川町からの負担金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費負担金７億３１６万５０

００円ですが、節１・社会福祉費負担金の老人

福祉施設入所者負担金や、３１ページになりま

すが、節２・児童福祉費負担金の施設型給付公

立保育所と施設型給付私立保育所の保育料が主

なものでございます。収入未済額１１４３万円

の主なものは、備考欄下段の保育料の計１１４

０万２０００円で、昨年度より２０万６０００

円の減となっております。 

 次に、目４・農林水産業費負担金、節１・農

業費負担金の５８６万４０００円は、イグサ収

穫機導入４台分に係る氷川町からの負担分でご

ざいます。 

 ３２、３３ページをお願いいたします。 

 目５、節１・商工費負担金の３９０万８００

０円は、八代圏域ツナガルインターンシップ推

進事業に係る氷川町と芦北町からの負担分でご

ざいます。 

 次に、款１３・使用料及び手数料は、行政財

産などの使用に対して、条例の定めにより徴収

するもので、前年度から横ばいの７億９３６９

万７０００円となっております。 

 まず、項１・使用料、目１・総務使用料、節

１・総務管理使用料は前年度比７.４％減の２

９９５万３０００円でございまして、市営の新

八代駅東口駐車場及びコミュニティセンターの

使用料が主なものでございますが、減の主な要

因は、新八代駅東口駐車場周辺に民間の駐車場

が開業したことなどによるものでございます。 

 ３４、３５ページをお願いいたします。 

 中段の目３・衛生使用料、節１・保健衛生使

用料２１９４万円は、斎場使用料と千丁健康温

泉センター使用料が主なものでございます。 

 ３６、３７ページをお願いします。 

 目６の土木使用料でございますが、節１・道

路橋梁使用料は、九州電力やＮＴＴの電柱に対

する道路占用料等４３１０万９０００円や、３

９ページの節４・住宅使用料の公営住宅使用料

など２億８７８万４０００円となっておりま

す。公営住宅使用料は前年度比２.７％、５８

３万５０００円の減でございます。備考欄の中

段、公営住宅使用料の収入未済額は、現年度分

と過年度分を合わせまして２４６７万８０００

円で、前年度より１４０８万４０００円の減と

なっております。 

 次の目８・教育使用料でございますが、節

１・学校施設使用料５４３万９０００円の主な

ものは、小学校や中学校などの体育館の使用料

であり、４１ページの節２・幼稚園使用料９７

２万４０００円の主なものは、幼稚園保育料で

あり、節３・社会教育施設使用料２００３万６

０００円の主なものは、公民館や厚生会館、文

化センター、博物館の使用料であり、節４・社

会体育施設使用料９７６万５０００円は、夜間

照明などのスポーツ施設の使用料などでござい

ます。 
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 ４２、４３ページをお願いいたします。 

 項２・手数料でございますが、目１・総務手

数料６８１４万５０００円の主なものは、節

３・戸籍住民基本台帳手数料の戸籍謄本や住民

票などの交付手数料でございます。 

 目２・衛生手数料の３億５５６５万５０００

円は、節２・生活環境手数料の清掃センター及

び環境センターへの搬入ごみ処理手数料と、有

料指定袋処理手数料が主なものでございます。 

 ４４、４５ページをお願いいたします。 

 目４・土木手数料９６３万６０００円は、節

１・建築指導業務手数料の建築確認・検査申請

等手数料が主なものでございます。 

 次に、下段の款１４・国庫支出金８９億６４

１２万８０００円は、いわゆる国が使途を特定

して市に交付する支出金でございまして、前年

度比２６.７％減となっておりますが、減少の

主な要因は、環境センター建設事業の循環型社

会形成推進交付金の減によるものでございま

す。 

 右側の収入未済額が７億５１６８万４０００

円ありますが、主には幼稚園及び小中学校の空

調設備設置事業やブロック塀改修事業など、令

和元年度への繰越事業に伴う財源でございま

す。 

 次に、項１・国庫負担金、目１・民生費国庫

負担金、節１・社会福祉費負担金１９億８３２

１万６０００円は、国民健康保険を支援する国

民健康保険基盤安定保険者支援分負担金及び障

害者に対する生活介護給付などを負担する障害

者自立支援給付費負担金や、４７ページになり

ますが、障がい児通所支援事業負担金が主なも

ので、また節２・児童福祉費負担金３５億１１

０６万３０００円は、民間の保育所運営費負担

金や中学校３年生までの子供に支給される児童

手当交付金、１８歳未満の児童を扶養するひと

り親家庭などに支給する児童扶養手当負担金が

主なものでございます。次の節３・生活保護費

負担金２１億７４１２万３０００円は、生活扶

助、医療扶助などの生活保護費負担金でござい

ます。 

 次に、目３・災害復旧費国庫負担金の１４０

８万３０００円でございますが、梅雨前線豪雨

により被害を受けた公共土木施設の災害復旧に

対するものでございます。 

 続きまして、項２・国庫補助金、目１・総務

費国庫補助金、節１・総務管理費補助金１億３

８０７万４０００円は、通知カード・個人番号

カード関連事務補助金及び４９ページの海外ク

ルーズ船急増に伴う観光資源強化事業や八代圏

域ツナガルインターンシップ推進事業、フード

バレー輸出促進事業のほか７事業に対する地方

創生推進交付金、また、泉地区コミュニティセ

ンターのつり天井等改修工事に対する集落活性

化推進事業費補助金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費国庫補助金３億７０８５

万８０００円の主なものは、節１・社会福祉費

補助金では、地域生活支援事業補助金や生活困

窮者就労準備支援事業費等補助金及び地域介

護・福祉空間整備等交付金、節２・児童福祉費

補助金では、子ども・子育て支援交付金や鏡す

くすくスクールの移転新設などに係る子ども・

子育て支援整備交付金及び文政第二保育園やひ

ので保育園の園舎改築に係る保育所等整備交付

金でございます。 

 次に、目３・衛生費国庫補助金１９１２万８

０００円は、５１ページになりますが、節２・

生活環境費補助金の小型合併処理浄化槽設置事

業費補助金が主なものでございます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金６億１４３４

万４０００円の主なものは、節１・道路橋梁費

補助金の備考欄上から３つ目の道路ストック点

検・修繕事業交付金や東西アクセス線改良事業

交付金、その２つ下の橋梁長寿命化修繕事業交

付金のほか、節２・都市計画費補助金の西片西

宮線道路整備事業交付金や、５３ページになり
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ますが、八千把地区土地区画整理事業交付金な

どでございます。 

 次に、目５・教育費国庫補助金９６９９万４

０００円の主なものは、５５ページの節２・小

学校費補助金の中段以降の弥次分校など４小学

校の体育館非構造部材耐震改修事業補助金や、

５７ページになりますが、節５・社会教育費補

助金の上から３つ目の史跡等総合整備活用事業

補助金で、平成２８年熊本地震により被災した

八代城跡本丸石垣の修復に要する経費に対する

補助金でございます。 

 次に、項３・委託金は、国が本来みずから行

うべき事務でありますが、地方公共団体に行わ

せたほうが効率的である場合にその事務を行わ

せ、その経費を負担するものであります。 

 主には目２の民生費委託金３０８９万円のう

ち、節１・社会福祉費委託金の国民年金事務費

交付金でございます。 

 ５８、５９ページをお願いいたします。 

 款１５・県支出金７０億２６６４万６０００

円でございますが、県支出金は、県が使途を特

定して市に交付する支出金で、前年度比２.

３％の増でございます。増の主な要因は、低コ

スト耐候性ハウスの導入などに要する強い農業

づくり交付金事業補助金の増によるものでござ

います。 

 右側の収入未済額は４億５９２８万円で、強

い農業づくり交付金事業補助金など、全て令和

元年度への繰越事業に伴う財源でございます。 

 まず、項１・県負担金、目１・民生費県負担

金、節１・社会福祉費負担金１８億５７８２万

６０００円は、低所得者の国民健康保険税の軽

減分などを負担する国民健康保険基盤安定負担

金、同様に低所得者の後期高齢者医療保険料の

軽減分を負担する後期高齢者医療保険基盤安定

負担金、障害者に対する生活介護給付などを負

担する障害者自立支援給付費負担金が主なもの

でございます。 

 次の節２・児童福祉費負担金１１億６６０３

万９０００円は、民間の保育所運営費負担金と

児童手当交付金が主なものでございます。 

 ６０、６１ページをお願いします。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金、節

１・総務管理費補助金でございますが、上から

５つ目の平成２８年熊本地震による被害からの

復興と被災者の負担を軽減するために、宅地や

農地、地域のコミュニティ施設の復旧費用等に

対する熊本地震復興基金交付金及び路線バスの

運行費補助に対する熊本県生活交通維持・活性

化総合交付金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費県補助金、節１・社会福

祉費補助金では、備考欄３つ目の重度心身障が

い者医療費助成事業に対する補助金や、その３

つ下の地域生活支援事業補助金が主なものでご

ざいます。 

 ６２、６３ページをお願いいたします。 

 節２・児童福祉費補助金では、放課後児童健

全育成事業等補助金や、その３つ下の多子世帯

子育て支援事業費補助金が主なものでございま

す。 

 ６４、６５ページをお願いします。 

 目３・衛生費県補助金の主なものは、節１・

保健衛生費補助金では、４歳未満児等の乳幼児

への医療費助成に対して補助される乳幼児医療

費助成事業費補助金であり、次の節２・生活環

境費補助金では、小型合併処理浄化槽設置事業

費補助金などでございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金、節１・

農業費補助金２９億６５６９万２０００円の主

なものは、６７ページになりますが、上から２

つ目の地籍調査事業費補助金のほか、その７つ

下の多面的機能支払交付金事業補助金、下から

３つ目のいぐさ収穫機導入支援補助金、最下段

の農業次世代人材投資に対する事業補助金、６

９ページになりますが、中段の生産性向上のた

めの施設整備や機械導入に対する産地パワーア
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ップ事業費補助金や、その４つ下の低コスト耐

候性ハウスの導入などに対する強い農業づくり

交付金事業補助金などでございます。 

 次の節２・林業費補助金１億２１６７万５０

００円は、上から２つ目の道整備交付金のほ

か、７１ページになりますが、上から３つ目の

緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金が主

なものでございます。 

 次に目６・消防費県補助金４５４４万円は、

石油貯蔵施設立地対策等交付金のほか、球磨川

水系防災・減災ソフト対策等補助金で、消防団

活動に欠かすことのできない資機材等の整備に

要する経費などに対するものでございます。 

 ７２、７３ページをお願いいたします。 

 目８・災害復旧費県補助金、節１・農林水産

業施設災害復旧費補助金６１８８万２０００円

は、豪雨災害等で被害を受けた農業施設や林道

施設の災害復旧費補助金でございます。 

 次に、項３・委託金、目１・総務費委託金２

億１０６０万９０００円の主なものは、７５ペ

ージになりますが、節２・徴税費委託金の県民

税徴収事務委託金１億８５４６万２０００円で

あり、これは、本市が県民税を市民税と一括し

て徴収し、それを県に納入しておりますので、

その事務に対し県から交付されるものでござい

ます。このほか節４・選挙費委託金の県議会議

員選挙委託金などでございます。 

 ７６、７７ページをお願いします。 

 款１６・財産収入は、１億５１５３万２００

０円でございます。財産収入は、市が有する財

産の貸し付け等の運用による賃借料、利息、配

当金及び財産の売り払い等による現金収入でご

ざいまして、前年度比２２.８％の減となって

おります。主な要因は、土地売払収入が減少し

たことによるものでございます。 

 まず、項１・財産運用収入、目１・財産貸付

収入、節１・土地建物貸付収入の２２７４万３

０００円は、市有財産を個人や法人への貸し付

けに対する貸付収入で、目２・利子及び配当金

は、財政調整基金利子を初めとする各基金の預

金利子などでございます。 

 ７８、７９ページをお願いいたします。 

 項２・財産売払収入１億１５０１万９０００

円は、目１・不動産売払収入、節１・土地売払

収入の八千把地区土地区画整理事業保留地売払

収入８件と目３、節１・動産売払収入のかがみ

街づくり株式会社株式売払収入が主なものでご

ざいます。 

 次は、款１７・寄附金でございます。寄附金

総額は３億３９３４万８０００円で、前年度に

比べ１億４０２８万３０００円、７０.５％の

増となっております。主な要因は、ふるさと納

税によるふるさと元気づくり応援寄附金１億２

５４２万５０００円増によるものでございま

す。 

 寄附金は、目１・総務費寄附金、節１・総務

管理費寄附金のふるさと元気づくり応援寄附金

の２億９６７０万９０００円と日本中央競馬会

事業所周辺環境整備寄附金１１６７万円及び新

庁舎建設寄附金の２０００万円でございます。 

 ８０、８１ページをお願いします。 

 款１８・繰入金でございます。項１・基金繰

入金４億６２９１万１０００円は、基金の設立

目的に応じた事業を実施するとき、その財源と

して基金から繰り入れたものでございます。 

 主なものは、８２、８３ページになります

が、２つ目の目６・ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金７５５３万９０００円や、２つ下

の目８・まちづくり交流基金繰入金１億４８７

２万７０００円で、民俗伝統芸能伝承館（仮

称）整備事業の基本・実施設計や八代駅の改築

に伴うバス停シェルター等設置工事などの施設

整備、及び２０１９女子ハンドボール世界選手

権大会や熊本地震からの復興祈願として開催し

たＮＨＫのど自慢大会など、ソフト事業の財源

として繰り入れたものでございます。 



 

－9－

 そのほかに目１０・市有施設整備基金繰入金

の８８００万円は、斎場施設整備事業や博物館

施設整備事業の財源として繰り入れたものでご

ざいます。 

 次の目１１・教育文化センター建設基金繰入

金の１億１５５６万円は、八代市公民館整備事

業の財源として繰り入れたものでございます。 

 ８４、８５ページをお願いします。 

 款１９・繰越金でございます。平成２９年度

決算の歳入総額と歳出総額の差し引き額、いわ

ゆる形式収支額で、これが平成３０年度の歳入

となったものでございます。収入済額は４３億

６９７３万６０００円で、２９年度の実質収支

額は１６億９５８２万１０００円、そのうち２

億円を地方自治法第２３３条の２のただし書き

及び八代市財政調整基金条例第２条の規定によ

り、３０年度に繰り越さないで財政調整基金に

編入しておりますので、差し引いた１４億９５

８２万１０００円が３０年度への実質的な繰越

金であり、３０年度への繰越事業の財源は２８

億７３９１万５０００円でございます。 

 続きまして、款２０・諸収入は、収入の性質

により、他の収入科目に含まれない収入をまと

めたもので、前年度比１９.９％減の１０億１

３１２万７０００円となっております。主な減

額の要因は、雑入が２億５７８１万８０００円

減少したことによるものでございます。 

 項１・延滞金加算金及び過料の１７３４万９

０００円は、市税等が納期限までに納入されな

い場合に、その遅延に対する制裁金としての延

滞金でございます。 

 次に、項３・貸付金元利収入、目１・総務費

貸付金元利収入では、地域総合整備資金貸付金

５件分の元金収入が主なもので、これは新たな

雇用を生むなど地域振興に資する事業を実施す

る民間事業者に、経費の一部を市が地方債を借

りて、それを無利子で貸し付けるものでござい

ます。 

 備考欄中段の住宅新築資金等貸付金元利収入

では、その収入未済額が１億４４６１万３００

０円となっております。 

 次の目２・民生費貸付金元利収入、節１・社

会福祉費貸付金元利収入の災害援護資金貸付金

元利収入におきましても、１５４８万８０００

円の収入未済額がございます。 

 ８６、８７ページをお願いいたします。 

 目３・農林水産業費貸付金元利収入は、山村

活性化支援対策事業貸付金返還金でございま

す。 

 次に、目４・商工費貸付金元利収入５億円

は、中小企業経営安定特別融資預託金を初めと

する各預託金の元金収入でございます。 

 次の目５・教育費貸付金元利収入の奨学資金

貸付金元利収入におきましても、現年度分と過

年度分を合わせて収入未済額１８４５万６００

０円がございます。 

 次に、項４・雑入でございます。下段の目

５・雑入で主なものは８９ページになります

が、節２・消防団員等公務災害補償等共済基金

収入の消防団員退職報償金５３９９万２０００

円、節３の公営住宅共益費などのほか、下段の

節８・雑入の３億３１０４万６０００円でござ

います。その主なものは、八代地域イントラネ

ット運用事業に要する熊本県市町村振興協会市

町村交付金や再資源化物販売代金納付金のほ

か、９１ページになりますが、総合体育館施設

整備事業に要するスポーツ振興くじ助成金及び

自治公民館の整備や地域のコミュニティ活動に

必要な備品の整備に要する自治総合センターコ

ミュニティ助成金などでございます。 

 収入未済額の５３５５万４０００円は、生活

保護費返還金と児童扶養手当返還金が主なもの

でございます。 

 次に、款２１・市債でございますが、前年度

比６.３％増の８７億５４６０万円でございま

す。収入済額の内訳は、建設事業や災害復旧事
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業などの事業に伴う事業債７０億５４８０万円

と臨時財政対策債の１６億９９８０万円となっ

ております。 

 事業債につきましては、それぞれの事業費か

ら国・県補助金など特定財源があれば、それを

差し引いた残りに、定められた借り入れの割合

を掛け合わせて算出し、１０万円単位で借り入

れを行っており、歳出のそれぞれの事業で説明

がありますので、ここでの詳細な説明は省略さ

せていただきます。 

 なお、事業債のうち、合併特例事業債は、環

境センター建設事業や東西アクセス線道路整備

事業のほか、総合体育館や東陽運動公園施設整

備事業などの４４億３５９０万円となってお

り、事業債の６２.９％を占めております。 

 事業債以外のものとして、項１・市債、目

１・総務債の中に、国の施策に基づく臨時財政

対策債がございまして、これは、国が地方交付

税として交付するかわりに、地方にみずから市

債を発行させ、財源を調達するもので、その償

還に当たっては、後年度に国から全額地方交付

税で措置されるものでございます。 

 以上で平成３０年度一般会計歳入歳出決算の

歳入についての説明を終わります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について一括して質疑を行います。なお、お

願いですが、歳入で、国県支出金などの特定財

源に係る事業内容についての質疑は、歳出にお

ける質疑と重複することが考えられますが、事

業内容に関する事項については、所管の各常任

委員会で審査をされますので、くれぐれも御配

慮いただきたいと思います。御協力お願いいた

します。 

 それでは、質疑に入ります。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） それでは早速ですけ

ど、２４ページの御説明いただいた、決算書の

資料の２４ページのですね、固定資産税の７８

億５９００万何ぼのうちに占める、その償却資

産の額と、対前年比でどれぐらいの伸びがあっ

たかというの。 

○資産税課長（松川由美君） 資産税課、松川

でございます。よろしくお願いいたします。 

 ただいま償却資産についてのお尋ねでござい

ました。現年度調定分でお答えさせていただき

ますけれども、３０年度におきましては、前年

度比で６.８１％の増になっております。金額

では１億４７００万ほどの増ということになっ

ております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） これに占める総額はお

幾らですか。 

○資産税課長（松川由美君） 申しわけござい

ません。償却資産につきましては、全体の現年

課税分で２９.３％になります。申しわけござ

いません。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、もういいです。

金額が聞きたかったんですが、（｢計算して」

と呼ぶ者あり）いいですよ。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） なければ、いいです

か、もういっちょ。 

 ２６ページのですね、特別とん譲与税が前年

度比で何か８・何パーセントマイナスって聞こ

えたんですけど、済いません、数字がよく聞こ

えなかったので、もう一回お願いしたいのと。 

 それと、マイナス要因が把握されてれば教え

ていただきたいんですけど。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） ８.６％の減で

ございます。 

 前年度に比べましてですね、主な要因として

想定されますのが、定期便が減少しまして、単

発の便がふえたんではないかと。定期便につき

ましては、トン当たり６０円と。単発について
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はトン当たり２０円というふうなことでです

ね、賦課するようになっておりますが、その分

が、昨年度がですね、隻数で８６１隻で、今年

度については１５３０隻ということで、隻数自

体はふえておりますが、定期便がもう６０円で

打ちどめということで、全体としては減少にな

ったのかなというような、今、分析はしており

ます。 

○委員（堀 徹男君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（堀 徹男君） ２８ページの地方交付

税の中に、先ほど市債の部分で説明がありまし

た、基準額の計算の際に算入できるとされてい

る交付税措置の分の償却分がありますよね。そ

れは、その地方交付税の中での決算額の中で幾

らの金額になってますか。 

○委員長（橋本幸一君） わかりますか。償却

分……。 

○委員（堀 徹男君） いえいえ、地方交付税

で交付されているはずの、交付税措置のある借

り入れ分の償還額。 

○委員長（橋本幸一君） 償還ですね。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○財政課長（田中智樹君） 財政課、田中でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの分は、恐らく臨時財政対策債の

ことだと思っております。（委員堀徹男君「い

やいや」と呼ぶ）３０年度の臨時財政対策債の

ほうが、１７億円ですね。１７億円が臨時財政

対策債で措置されております。 

○委員（堀 徹男君） 済いません。臨時財政

対策債だけじゃなくて、交付税措置があるとさ

れている債の分も……。 

○委員長（橋本幸一君） うちの算定……。 

○委員（堀 徹男君） 算定の中でされている

分で……。 

○委員長（橋本幸一君） 額ちゅうことです

か。 

○委員（堀 徹男君） そうですね。（財務部

次長尾﨑行雄君「済いません、基準財政需要額

に算入された公債費分っていうお話ですか」と

呼ぶ）はい。 

○財政課長（田中智樹君） 約３６億でござい

ます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと戻りますけ

ども、２４、２５の入湯税ですね。これが、前

年比で５.３％の減ということだったんですけ

ども、実際の利用者数の増減とか、その辺の数

はわかりますでしょうか。 

○市民税課長（中田利一郎君） 市民税課の中

田です。よろしくお願いします。 

 入湯税につきましてですが、人員につきまし

ては、前年度と比較しまして、全体で１万６８

５４人の減でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですかね。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（中村和美君） ３３ページの総務管理

使用料の中の使用料金で７.４％の減というこ

とで、その中に新八代駅東口駐車場、周りに民

間がすごいでけとるけど、市とすれば、多分金

額の関係で、周りに利用してると思うんです

が、小さいことですが、この改定かなんかちゅ

うのは考えていないですか。民間の料金に合わ

せるとか、そういう計画はないですか。 

○市民環境部次長（小林眞二君） 市民環境部

の小林でございます。よろしくお願いします。 

 現在のところは、駐車料金の改定については
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考えていないところでございます。 

○委員（中村和美君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにないようでご

ざいますので、以上で質疑を終了いたします。 

 意見があったら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で歳

入等について終了いたします。 

 執行部入れかえのために小会いたします。 

（午前１０時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５８分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 先ほどの歳入分について、訂正の申し出があ

っておりますので。 

○市民環境部次長（小林眞二君） 先ほど、駐

車料金の改定について考えてないというところ

で答弁しましたけれども、大変失礼しました。

消費税分のですね、引き上げがあっておりま

す。１０月から消費税分の改定をしておりま

す。失礼しました。 

○委員長（橋本幸一君） 次に、歳出について

説明を求めます。 

○議会事務局長（宮田 径君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局、宮田でございます。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、第１款・議会費の平成３０年度決

算に関しまして、総括を述べさせていただきま

す。恐れ入りますが、座って申し上げます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○議会事務局長（宮田 径君） 議会費の平成

３０年度予算総額は３億７６１８万２０００円

で、予算の執行率は９７.４％と、前年度より

微増の０.２％増ということで、ほぼ例年どお

りの推移となっているところでございます。 

 なお、決算額のうち、議員報酬及び手当、職

員給与、共済費など義務的経費が全体の８７.

７％を占めておりまして、残りの約１２％、金

額にして約４６００万が、さまざまな議員活動

や事務費などの費用でございます。 

 この中で、政務活動費につきましては、執行

率が８１.７％となっておりまして、議員各位

の御協力によりまして、その使途・精算も適正

に行われたところでございます。 

 また、各常任委員会による行政視察や、昨年

度に再開をいたしました海外行政視察も行われ

ておりますけども、これらにつきましても、そ

の視察先や日程及び視察内容につきまして、し

っかりとした報告書が作成されまして、市のホ

ームページにも公表されているということで、

透明性の確保と情報公開の徹底が実行されてい

るところでございます。 

 議会事務局といたしましては、引き続き市民

の負託を受けられました議員の皆様が、市政の

ために活動されるのに支障を来されることがな

いよう、また、市民の方々に議会の活動内容等

を十分御理解いただけるよう、なお一層情報発

信や周知に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、今後とも御協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げまして、議会費における総

括とさせていただきます。 

 この後、詳細につきましては、議会事務局、

増田次長が御説明いたしますので、御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（増田智郁君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）議会事務局、増田でございます。それで

は、私のほうから、詳細につきまして御説明の

ほうさせていただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、説明につきましては、着座

にて行わさせていただきたいと思います。 
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○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○議会事務局次長（増田智郁君） それでは、

私のほうから、平成３０年度における議会費の

決算につきまして、平成３０年度における主要

な施策の成果に関する調書・その１及び一般会

計歳入歳出決算書を用いまして説明させていた

だきます。 

 なお、議会費につきましては、決算書でいき

ますと、１０２ページから１０３ページにかけ

て掲載いたしておりますが、議会費の約８７.

７％が義務的経費に関するものでございますの

で、義務的経費以外につきまして、主要な施策

の成果に関する調書を用いまして御説明させて

いただきます。 

 また、先ほど局長からもございましたとお

り、議会費における平成３０年度予算総額は３

億７６１８万２０００円でございまして、支出

済額３億６６４３万８０００円、不用額９７４

万４０００円、執行率は９７.４％となってお

ります。不用額の主な要因といたしましては、

費用弁償等の旅費４５５万６０００円、会議録

作成業務委託などの委託料２７１万４０００円

でございます。 

 それでは、早速でございますが、主要な施策

の成果に関する調書の１３ページをお開きいた

だきたいと思います。よろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○議会事務局次長（増田智郁君） それでは、

上段の議会運営事務事業を御説明させていただ

きます。 

 本事業では、議会の運営全般及びこれにかか

わる事務処理、会計処理を実施いたしておりま

す。事業に対する予算額は３６１１万６０００

円に対しまして決算額は２８２５万円でござい

ます。具体的な事業内容といたしましては、各

会議等出席の際、支出されます費用弁償、普通

旅費、議長交際費、議会だより印刷製本費、委

員会及び本会議における会議録作成費などでご

ざいます。 

 それでは、個々の内容につきまして、不用額

も含め、主なものを御説明申し上げます。 

 まず、費用弁償につきましては、記載のとお

り、議長の全国市議会議長会を初めとする各種

会議への出席に伴うものでございます。この中

で、常任委員会行政視察３６７万４０００円に

つきましては、議会運営委員会を含めた各常任

委員会による行政視察７回分でございます。次

に、海外行政視察につきましては、平成３０年

度６月定例会に補正を行っており、旅費１議員

につき２０万円で１４名分を計上いたしており

ましたが、平成３０年度につきましては、結果

的に６名の参加となり、残りの８名分が不用額

となっております。 

 次に、会議出席負担金４０２万７０００円に

つきましては、各議員における本会議、各委員

会への出席に伴う出席費用弁償でございます。 

 次に、やつしろ市議会だよりほか印刷製本費

５１５万６０００円につきましては、年４回発

行いたしております議会だよりを初め、市政の

概要等作成に要した経費でございます。 

 最後に、委員会記録作成業務委託１１３万２

０００円及び会議録作成業務委託２２６万８０

００円でございますが、本２件につきまして

は、それぞれ委員会記録作成分で約１４０万

円、会議録作成分で約１０７万円の不用額が生

じておりますが、こちらにつきましては、特別

委員会設置がなかったこと及び質疑、一般質問

者数の減などによるものでございます。 

 以上で平成３０年度における議会事務局が担

当いたします事務事業１件に関する説明とさせ

ていただきます。御審議方よろしくお願いいた

します。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ございません

か。ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 済いません。記録の
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作成業務委託で発言数とかが少なかったという

ふうなことで不用額がふえてるっていうふうな

説明がありましたけれども、この作業というの

は何か総合の文字数だとか、そういったもので

委託料は決まるというものなんですか。 

○議会事務局次長（増田智郁君） これまで本

会議における質疑、一般質問の数でございます

が、通常１５名から２０名程度で一応計上のほ

うさせておりまして、実質１２名から１５名と

いうのが一つ事実的にございます。 

 それと契約の内容でございますが、翻訳料を

ですね、時間数で幾らという単価になっており

ますので、当然質問される方の数が少なくなる

と、テープ起こしの時間数も短くなりますの

で、その分で減が出るというふうな形でござい

ます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） はい、ありがとうご

ざいます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で、第１款・議

会費について終了いたします。 

 執行部入れかえのため小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１１時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１０分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金中、当委員会関係分及び第

１３款・予備費について一括して説明を求めま

す。 

○市長公室長（松本浩二君） 皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）市長公室長の松本でございます。 

 総務費の審査に当たり、関係部が所管します

主要な施策について、その取り組み状況や結果

を振り返り、今後の方向性などにつきまして、

私並びに各部長から総括を述べさせていただき

ます。それでは、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○市長公室長（松本浩二君） 市長公室は、秘

書広報課、人事課、国際課並びに総合支援チー

ムの体制で、市民に対する広報広聴と人事管理

を初めとする組織・人づくりの取り組みや国際

化社会の到来に向けた備えを進めるためにも、

市長のトップマネジメントを支え、重要事案等

の情報共有、意思疎通や合意形成を図るとい

う、いわゆる横串を通す役割を主な担務として

おります。 

 まず、広報広聴の分野では、市政の見える化

の推進を目的に、７月から１１月にかけて、市

内２１校区を巡回して、みんなと未来を語る市

政懇談会を開催いたしました。 

 終了後のアンケートでは、市長から直接話を

聞けてよかった、市政のことがよくわかったと

いう意見が多かった中、若い人の参加が少ない

ので、参加してもらえるような工夫をしてほし

いという要望もあり、次回開催に向けての課題

としたところです。 

 広報広聴活動は、市民からの意見を集めて、

市政に反映させるという大切な役割を担ってお

りますので、これからもインターネットを初め

とするさまざまな媒体を活用しながら継続的に

取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、人材育成の面では、質の高い市民サー

ビスを提供するため、職員の意識改革と能力開

発を基本としながら、ハラスメント防止やメン

タルヘルス、コンプライアンス意識向上など、
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時代に即応した内容で多角的、計画的な研修を

実施いたしました。 

 また、国・県などとの人事交流も継続させな

がら、職員の資質向上につなげていきたいと考

えております。 

 また、新たに設置しました国際課では、国際

化に向けた都市づくりを強力に後押しするとと

もに、多文化共生社会の構築に向けた施策の方

向性を示すやつしろ国際化推進ビジョンを策定

いたしました。 

 このビジョンに基づき、外国人のための日本

語教室の開設や国際交流協会設立に向けた取り

組み、国際交流員の配置など、今年度事業に着

実につなげております。 

 また、中国北海市や台湾基隆市とのさらなる

友好関係を深めるための各種事業にも力を注い

でまいります。 

 これからも市長公室の役割と、将来に向けて

どのように事業を続けていくかという視点を大

事にしながら、常に改善と向上の意識を持って

事業に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、市長公室の決算審査に際しましての総

括とさせていただきます。 

○総務企画部長（松村 浩君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）総務企画部、松村でございます。着座にて

説明をさせていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（松村 浩君） 総務企画部

は、本庁及び支所の１０課で構成されておりま

すが、消防費及びケーブルテレビ事業を除きま

した主なものについて総括させていただきま

す。 

 まず、総合計画についてですが、平成３０年

度から８年間を計画期間とする第２次八代市総

合計画基本構想及び４年間を計画期間とする第

１期基本計画を策定し、１年半が経過いたしま

した。第１期基本計画の中でも、特に重点的に

取り組む施策及び事務事業を取りまとめた八代

市重点戦略について、３０年度からサマーレビ

ューを実施するなど、計画の進捗管理に努めて

おります。 

 次に、公共交通についてですが、平成２９年

１０月の八代市地域公共交通再編実施計画に基

づく路線バス及び乗り合いタクシーの見直し

後、乗り合いタクシーは路線をふやしたことも

あり、利用者は増加しておりますが、路線バス

につきましては、特に市街地循環バスの利用者

が減少傾向にあります。 

 そこで、再編実施計画の計画期間が来年９月

末で終了しますことから、このような状況を含

め、地域の方々からの御要望のお声も頂戴いた

しておりますので、社会情勢の変化に対応した

柔軟な交通体系の構築に向けて検討を進めてい

るところでございます。 

 次に、八代駅の駅前広場についてですが、本

年２月には八代駅の駅舎がリニューアルオープ

ンしました。駅舎の改築に伴い、本市では、バ

ス停からトイレまでの間の上部にシェルターの

設置やベンチ、案内看板を設置し、駅を利用さ

れる方の利便性の向上を図ったところでござい

ます。 

 さらに、改築後の開業に合わせて、ＪＲ九州

と合同でオープニングイベントも実施し、八代

市の新たな玄関口として、いいアピールになり

ました。 

 次に、八代・天草架橋建設促進事業について

ですが、平成３０年度は八代・天草架橋建設促

進期成会として取り組みました広域的な物流・

観光等調査研究事業において、八代・天草架橋

による産業、観光面での経済波及効果を年間１

３６２億円と算出し、八代・天草架橋の必要

性、有用性をより具体的にお示しすることがで

きました。 

 また、この調査結果の報告会として開催した
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１月のシンポジウムには、２００人を超える来

場者があり、建設に向けての機運が盛り上がっ

てきたと思っております。 

 次に、かわまちづくり推進事業ですが、にぎ

わいのある河畔空間の創出に向けて、まちづく

りと一体となった河川整備を行うために国が創

設した制度であり、本市においては、平成２７

年３月に、球磨川・新萩原橋周辺地区かわまち

づくり計画が、平成３０年３月に、球磨川・坂

本地区かわまちづくり計画が国の登録を受けて

おります。 

 両地区のかわまちづくりにつきましては、こ

れまで協議会や実行委員会において利活用や整

備内容等の検討を行っており、平成３０年度は

整備に向けて、各種の設計業務に取り組みまし

た。 

 今後も国と連携し、新萩原橋周辺地区におい

ては、多目的広場やトイレの整備等に、坂本地

区においては荒瀬ダム撤去対策を所管する県と

も連携して川遊び交流拠点施設の整備等に取り

組んでまいります。 

 次に、移住促進についてですが、首都圏で６

回の移住相談会を開催し、本市の支援制度や地

域の情報等を発信しました。また、これらの事

業は、定住自立圏を構成する３市町とも協働し

て取り組んでいるところです。 

 さらに、定住促進を図るために、平成３０年

度新規事業として、若者の地元定住を目的に、

やつしろ学生ラボ事業に取り組みました。参加

した学生からは、八代を改めて知り、将来、八

代を出たとしても、また戻ってきたいと思うよ

うになったなどの感想も出ており、今後、定住

やＵターンに対する意識向上につながっていく

ものと考えております。 

 次に、行財政改革についてですが、平成３０

年度の取り組みとして、八代市総合体育館につ

いて５年間、名称を八代トヨオカ地建アリーナ

とするネーミングライツを活用し、新たな財源

確保に努めたところで、今後も引き続き、市有

施設等へネーミングライツの活用を図ってまい

ります。 

 最後に、情報政策についてでございますが、

さまざまな行政情報の処理を行い、より効率的

な行政運営を図るための重要な基盤として、電

算システムの運用管理や法改正等に伴うシステ

ム更新、情報セキュリティーなどに取り組んで

おります。 

 平成３０年度におきましては、平成２３年度

より運用しておりました内部事務で使用します

財務会計、庶務事務、人事給与、グループウエ

アなどの内部情報システムを新たなシステムに

切りかえ、導入を図っております。 

 また、光ブロードバンドの未整備地区を解消

するために、効率的な整備方法や財源の確保に

ついて検討を重ね、令和元年度から整備に着手

し、整備が完了した地域から順次サービスを開

始し、令和４年度までに市内全域の光ブロード

バンド化の整備が終了する予定となっておりま

す。 

 以上、総務企画部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部長（佐藤圭太君） それでは、財務部

の決算につきまして、座って説明させていただ

きます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部長（佐藤圭太君） 財務部は、財政課

及び契約検査課並びに市民税、資産税、納税の

税３課のほか、新庁舎建設課、資産経営課を所

管しております。 

 事務内容としましては、経常的な内部事務が

主であり、中でも財政課が予算編成全般の事業

を担っておりますことから、さきの９月定例会

最終日におきまして、決算の概要を説明させて

いただいたところでございます。 

 本日の説明も一部重複いたしますが、決算を

終えてのポイントなどを簡潔に申し述べさせて
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いただきます。 

 平成３０年度決算では、実質的な財政収支で

ある実質収支では、約１１億５０００万円の黒

字でございます。この実質収支から前年度の実

質収支を差し引いた単年度収支におきまして

は、約５億５０００万円の赤字となりました。 

 また、市債残高は、環境センター建設事業債

が増加したことなどから、前年度より増となっ

ております。 

 次に、財政健全化の指標である実質公債費比

率は１０.１％となり、前年度より０.４ポイン

トの減となっております。しかし、この比率は

県内のほかの自治体と比較すると、依然として

高い水準にありますので、市債につきまして

は、今後、新庁舎や民俗伝統芸能伝承館（仮

称）の建設など投資的経費の増大が見込まれ、

多額の発行が想定されますことから、基金の活

用などにより市債の発行を抑制するとともに、

地方交付税措置される有利な市債を活用するな

ど、指標を意識した財政運営が求められるとこ

ろでございます。 

 次に、今後の財源確保の方策の一つとして、

近年、多くの自治体が力を入れておりますふる

さと納税につきましては、ポータルサイトの活

用やお礼の品の充実を図り、八代市の魅力発信

を行いながら、自主財源の確保に努めていま

す。 

 平成２７年度の寄附額は約４３００万円、２

８年度は熊本地震による復興支援などの影響も

あって、約２億４７００万円と右肩上がりで推

移しておりました。２９年度は約１億７２００

万円で、２８年度に比べ約７５００万円減とな

りましたが、３０年度は過去最高の約２億９７

００万円となりました。 

 ふるさと納税は、全国的に返礼品競争が激し

くなっていることから、本来の趣旨である地方

創生につながるような取り組みとなるよう、国

から方針が示されておりますので、その方針に

沿って、さらなる八代市の魅力発信と自主財源

の確保に努めてまいります。なお、今後、返礼

品の充実など積極的に取り組み、より一層地場

産業の振興を図るため、本年９月より所管課を

財政課から観光振興課へ移管しております。 

 また、八代市公共施設等総合管理計画に基づ

き、より具体的な個別施設計画の作成に取り組

んでおり、財政負担の軽減、平準化を行うとと

もに、公共施設等の最適な配置の実現を図り、

将来にわたって持続可能となる財政運営につな

げていきたいと考えております。 

 次に、自主財源である市税関係について申し

上げます。 

 市税の決算額は、全体として０.６％の増

で、税額は前年度より約９３００万円増加して

おります。市税全体の収納率につきましては、

早期の滞納処分による現年度分の強化によりま

して、年々上昇傾向にあり、平成３０年度も前

年度の９５.１％から９５.４％へ０.３ポイン

ト上昇しております。 

 また、以前から御提言いただいておりました

債権管理の一元化につきましても、平成２９年

度から納税課内に債権対策室を設け、まずは税

と同様に自力執行権のある強制徴収公債権につ

いての一元化に着手し、歳入の確保に努めてい

るところでございます。 

 今後も、現年度分滞納整理の早期着手と滞納

繰越分の処分の強化に取り組み、収納率の向上

に取り組んでまいります。 

 次に、契約事務関係につきましては、前年度

に引き続き、より透明性、公平性、競争性の高

い入札、契約制度を追求するとともに、入札及

び契約事務の適正な事務に努めております。 

 最後に、新庁舎建設につきましては、平成３

０年度は実施設計に取り組んでおり、本年６月

におおむね完了しましたことから、新庁舎実施

設計に係る報告会により、出席された議員の皆

様方に対し、実施設計の内容や今後のスケジュ
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ールについて御報告したところです。 

 また、本年９月議会において、本体工事費に

係る契約の御承認をいただきましたので、諸手

続が終了次第、着工となる見通しであり、令和

３年１０月末の本体竣工を目指しているところ

です。 

 以上、財務部の総括説明とさせていただきま

すが、特に財政面では、引き続き財政の健全性

を確保し、財政運営の効率化及び適正化を図っ

てまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○市民環境部長（桑原真澄君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）市民環境部の桑原でございます。よ

ろしくお願い申し上げます。 

 それでは、着座にて説明のほうさせていただ

きたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○市民環境部長（桑原真澄君） 第２款・総務

費のうち、市民環境部が所管いたします主な事

業について総括させていただきます。 

 まず、消費者行政の取り組みでございます。 

 年々多様化、複雑化している消費者被害や多

重債務問題に対応するため、平成２１年度に開

設した八代市消費生活センターを中心に、相談

員の能力向上を図るとともに、相談窓口と庁内

の担当部署や関係機関との連携強化にも努め、

さらなる相談体制の充実を図っているところで

ございます。また、消費生活に関する情報提供

や啓発活動として、高齢者や若者世代を中心に

出前講座などを実施することで、消費者被害の

未然防止につなげてまいります。 

 次に、市政協力員制度についてでございます

が、市政協力員は、市民への通達事項の連絡

や、市広報の配布及び各種証明の発行等をお願

いするなど、市政の円滑な運営のため、市民と

行政との大事なパイプ役を担っていただいてお

り、非常に重要な制度であると認識しておりま

す。 

 しかし、急速な高齢化や過疎化などにより、

市政協力員のなり手不足が懸念される地区もあ

りますことから、地域の方々の御意見をいただ

きながら、担当地区の見直しにも着手している

ところでございます。 

 次に、協働によるまちづくりへの取り組みで

ございます。 

 平成２６年４月までに、市内全域２１地区の

地域協議会が立ち上がり、平成２９年４月には

地域協議会の活動拠点となるよう、各校区の公

民館施設などをコミュニティセンターへ移行い

たしております。 

 地域協議会への支援策として、協議会の安定

した組織運営と地域の特色を生かしたまちづく

り活動が円滑にできるよう、一括交付金や活動

活性化補助金の交付や各地域に市職員を地域ア

ドバイザーとして配置するなどの支援策を講じ

ております。 

 なお、コミュニティセンターの整備について

は、地域活動の拠点の観点と地域防災の拠点と

しての機能もあわせて、計画的に整備を進めて

まいります。 

 次に、協働の推進に関する条例制定につきま

しては、平成２８年に八代市協働のまちづくり

推進条例検討委員会を設置し、市民と行政が一

緒になり、条例に盛り込む事項の調査や研究を

行ってまいりました。 

 その結果として、昨年７月に検討委員会から

市長に対し、条例骨子案が提出され、この骨子

案をもとにした八代市協働のまちづくり推進条

例を本年３月議会で御承認いただき制定し、８

月に施行いたしたところでございます。 

 今後は、この条例の内容を広く市民の皆様に

理解していただくための取り組みを進めていく

こととしております。 

 次に、交通防犯対策でございますが、この中

には防犯活動推進事業や交通安全運動事業のほ
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か、市営駐車場の管理運営などの事業がござい

ます。特に、交通安全運動事業では、幼児や児

童、高齢者の交通安全教室や交通安全啓発グッ

ズの配布などの啓発活動を行っております。 

 交通事故死傷者数は減少傾向でございます

が、高齢者の死亡事故件数の割合は依然として

高く、高齢者への交通安全教育の充実が必要で

ございます。今後も、警察や民間の交通安全協

力団体等、関係機関と連携を図りながら、高齢

者や子供を含めた交通安全意識の高揚や啓発を

行ってまいります。 

 次に、人権教育、人権啓発の推進についてで

ございます。 

 千丁支所に設置しております人権啓発センタ

ーを活用しながら、人権が尊重される平等なま

ちづくりの実現を目指し、市民の皆様の人権意

識の高揚を図るため、人権セミナーやつしろ、

人権おもいやりミニ講座、地域講演会の開催の

ほか、人権作品展の展示など、さまざまな啓発

活動を実施するとともに、多様化、高度化する

住民の皆様の悩みや不安の解消と解決に向け、

相談業務における機能強化にも取り組んだとこ

ろでございます。 

 近年、インターネットの普及や社会環境の変

化に伴い、ネット上での誹謗中傷の書き込み、

子供のいじめや高齢者への虐待等の問題、障害

者や外国人、性的少数者に対する偏見や差別な

ど、新たな人権問題や差別的事案が社会問題と

なっております。 

 このような状況を踏まえ、今後もより多くの

市民の皆様にもさまざまな啓発事業に御参加い

ただけるよう、実施方法などに工夫を重ねなが

ら人権教育、人権啓発に取り組んでまいりま

す。 

 次に、男女共同参画についてでございます。 

 八代市男女共同参画計画の期間終了に伴い、

平成２９年度から市民意識調査やパブリックコ

メントなどを実施し、国・県の動向を踏まえつ

つ、審議会や当総務委員会からの御意見などを

伺いながら、ことし３月に第２次となります男

女共同参画計画を策定したところでございま

す。 

 今後も、この第２次計画に基づき、あらゆる

分野への男女共同参画が促進されるよう、関係

団体などを含め、市民への啓発活動等に積極的

に取り組んでまいります。 

 次に、青少年の健全育成につきましては、青

少年指導員による街頭指導を初め、ヤングテレ

ホンやつしろによる相談業務、さらには社会を

明るくする運動や各学校などと連携した青少年

育成業務等を展開するとともに、社会問題とな

っているいじめ問題への対応を進めておりま

す。 

 今後も関係機関と連携を密にして取り組みを

進めてまいります。 

 次に、個人番号制度導入、いわゆるマイナン

バー制度導入につきましては、平成２８年１月

から特設相談窓口を開設して、随時マイナンバ

ーカードの申請受け付け及び交付などを実施し

ております。特に交付につきましては、窓口の

混雑の緩和や待ち時間の短縮を図るため、電話

予約制を導入しており、さらには木曜日の窓口

時間延長時や月２回休日開庁を実施しまして、

市民の皆様がカードを受領しやすい環境づくり

に努めているところでございます。なお、マイ

ナンバーカードの交付数、交付率は少しずつで

はありますが、着実に増加してきております。 

 最後に、コンビニ等での証明書交付でござい

ますが、これはマイナンバーカードを使用して

全国のコンビニエンスストア等で証明書の交付

を受けることができるサービスで、本市におき

ましては、平成２８年６月から住民票の写しや

住民票記載事項証明書、印鑑登録証明書、所得

証明書の交付サービスをスタートしておりま

す。 

 市内のコンビニや、イオン八代ショッピング
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センター、マックスバリュー九州八代店など約

５０店舗を初め、市外のコンビニ等において

も、窓口の開庁時間を気にすることなく証明書

を取得することが可能となっております。 

 マイナンバーカードの取得増加に伴い、利用

件数も増加してきており、認知度も高まってき

ているものと推察しております。今後も広く周

知を行い、利用啓発を進めてまいります。 

 以上が市民環境部が所管いたします総務費関

連の主な事業でございます。いずれも市民生活

に直接的に関係する分野であることから、日ご

ろから市民の皆様のニーズがどこにあるのか、

市民の皆様が何を求めておられるのかなど、市

民の皆様の声をしっかりと聞き、的確に把握す

ることが肝要ではないかと考えております。 

 今後も、新たな行政のスタイルである市民と

行政の協働の実現に向け、事業の推進に努めて

まいります。 

 以上、総務費における市民環境部の総括とさ

せていただきます。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（橋本幸一君） ちょっと小会いたし

ます。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３６分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 財務部の尾﨑で

ございます。よろしくお願いいたします。それ

では、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 歳出のうち、総

務費、公債費、諸支出金及び予備費の関係分に

つきまして、平成３０年度における主要な施策

の成果に関する調書・その１及び一般会計歳入

歳出決算書を用いまして説明いたします。 

 それでは、主要施策の調書その１の１１ペー

ジをお願いいたします。横長になっておりま

す。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、款

２・総務費の支出済額は上の表（２）目的別の

表で、中央の支出済額（Ｂ）の別、２段目６１

億３１９９万円で、その右のほうですが、執行

率は９４.７％、歳出総額に対する構成比は９.

４％でございまして、前年度と比較して５億９

８７２万９０００円、１０.８％の増となって

おります。 

 その主な要因は、本庁舎の解体等事業や新庁

舎建設の基本・実施設計及び関連事業費の増に

よるものでございます。 

 その下の款１１・公債費の支出済額は６１億

３２３８万８０００円で、執行率９９.５％で

ございまして、歳出総額に対する構成比は９.

４％、前年度と比較して、１９２６万３０００

円、０.３％の増となっております。 

 その下の款１２・諸支出金の支出済額は１億

１４７８万８０００円で、執行率８９.６％で

ございまして、歳出総額に対する構成比は０.

２％、前年度と比較して２億３５１７万３００

０円、６７.２％の減となっております。 

 減の主な要因は、ふるさと納税の増加によ

り、ふるさと八代元気づくり応援基金への積み

立てが増となったものの、平成２８年熊本地震

復興基金への積み立てが減少したことによるも

のでございます。 

 それでは、個々の歳出の決算について主なも

のを順次説明いたします。 

 １３、１４ページをお願いいたします。縦長

になります。 

 款２・総務費の主な事業につきまして、ま

ず、表中の左上にある事務事業名を申し上げ、

事業の概要、決算額、特定財源及び今後の方向

性の順で説明を行います。また、多額な不用額

について説明を行います。 

 では、説明に入ります。 

 まず、１４ページ上段の行財政改革推進事業
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では、第三次八代市行財政改革大綱に基づく、

第三次八代市行財政改革実施計画の進捗管理を

行いました。また、新たな財源確保の取り組み

として、八代市総合体育館へのネーミングライ

ツ制度の導入を行い、平成３１年度から５年

間、総合体育館の名称を「八代トヨオカ地建ア

リーナ」とし、年額で約２２０万円のネーミン

グライツ料の収入が得られることとなりまし

た。 

 決算額は１４４万７０００円で、時事通信社

が提供する行政向け情報サービスの使用料９０

万７０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性としては、市による実施、要改

善とし、社会情勢や本市の状況に合った見直し

と情報通信技術などを活用し、引き続き行財政

改革を推進することとしております。 

 １５ページをお願いします。 

 上段の職員研修事業でございますが、階層別

研修のほか、人事評価制度やハラスメント防止

研修などの特別研修、各種研修、専門施設への

実務派遣研修などを行っております。 

 決算額は、１１１１万５０００円で、主に実

務派遣研修として、市町村職員中央研修所など

に１４５万８０００円、全国建設研修センター

に１８４万４０００円、日本経営協会などの民

間研修施設に２４８万円などでございます。 

 特定財源は、市町村職員中央研修所や全国建

設研修センターなどへの実務派遣研修に係る費

用の２分の１に相当する市町村振興協会研修助

成金１６４万６０００円などでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、職場の業務に関係する資格取得に

取り組んだ経費に対し、さらなる助成を行うこ

とで、職員の自己啓発支援の充実を図ってまい

りたいと考えております。 

 次に、下段のふるさと納税事業ですが、生ま

れ育ったふるさとを応援したいという方々がふ

るさとの自治体に寄附した場合、寄附金額に応

じて一定額が個人住民税、所得税から控除され

る制度で、近年多くの自治体が力を入れてお

り、本市においても、平成２７年８月からポー

タルサイトを活用し、八代市の魅力発信を行い

ながら、自主財源確保へ向け、事業を拡充して

おります。 

 決算額は１億８７５６万９０００円で、主な

ものは、返礼品など、ふるさと納税の謝礼とし

て１億７３５万９０００円、寄附の申し込み受

け付けから特産品等の発注、配送管理までを行

うふるさと納税業務委託として４７５３万４０

００円、ポータルサイトにおけるＰＲ広告の掲

載委託として２７０４万７０００円などでござ

います。 

 特定財源は、ふるさと元気づくり応援寄附金

１億８７５６万９０００円でございます。 

 今後の方向性としては、市による実施、規模

拡充としており、先ほど部長からも説明があり

ましたが、本年９月より所管の業務を経済文化

交流部観光振興課へ移管しまして、さらなる返

礼品の充実やプロモーションの実施による地域

の活性化を目指すほか、これまで以上にクラウ

ドファンディングの活用などにも取り組むとと

もに、八代市への応援者に対し、寄附金充当事

業の明確化に努め、継続的な寄附が確保できる

よう推進していく必要があるとしております。 

 １７ページをお願いします。 

 下段の台湾基隆市友好交流事業は、平成３０

年４月１９日に本市と基隆市が友好交流協定を

締結するに当たり、市関係者のほか、経済会代

表やロータリークラブ、県関係者など、４３名

で基隆市を訪問し、調印式に臨んでおります。

また、これに対して、基隆市から同年１２月に

答礼訪問として、林副市長を団長とする２６名

が来代されております。 

 決算額は２３２万９０００円で、基隆市訪問

時の市関係者旅費７９万７０００円、基隆市答

礼訪問団の歓迎レセプション開催に伴う食糧費
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９８万９０００円などでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としておりますが、今年度は市長を団長とする

市民使節団を基隆市に派遣することで、友好交

流都市としての市民の認知度を向上し、両市と

日台の友好の輪を広げ、さまざまな分野におい

て市民レベルの交流を促進するための後押しが

できればと考えております。 

 次に、１８ページ下段の市政協力員関係事業

でございますが、住民福祉の向上と市政の円滑

な運営を図るため、各地区に市政協力員を配置

し、市民への連絡事項の周知をお願いするとと

もに、市広報配布や各種証明の発行などをお願

いしております。 

 決算額は、１億１８６８万６０００円でござ

います。市政協力員への報酬１億３９６万２０

００円が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、要改善とし

ており、受け持ち地区の見直しや地方公務員法

改正対応などについて、地域の要望を尊重しな

がら、市民サービスの低下とならないよう慎重

に検討することとしております。 

 １９ページをお願いいたします。 

 上段の広報広聴活動事業でございます。広報

業務としましては、広報やつしろを月１回発行

しますとともに、ホームページなどを活用し

て、市の情報を発信いたしております。 

 また、広聴業務は市長への手紙、まちづくり

出前講座、テーマトークなどのほか、平成３０

年度は全校区にて市政懇談会を実施いたしてお

ります。 

 決算額は３５６８万４０００円で、主なもの

は広報やつしろの印刷費３３４４万２０００円

でございます。 

 また、特定財源としまして、広報の広告料収

入が６６４万６０００円となっております。 

 今後の方向性でございますが、市による実

施、現行どおりとしております。これは平成２

９年度から広報やつしろの編集作業を一部民間

委託し、人件費を削減しておりますが、広報事

業や市長への手紙などの広聴事業については、

市が主体となって行うべきものでありますこと

から、今後も市による実施を続けてまいりたい

と考えております。 

 次に、２０ページ上段の市庁舎管理運営事業

でございますが、熊本地震により本庁舎を閉鎖

したことによるプレハブ仮設庁舎の維持管理な

どに要する経費が主なものでございます。 

 決算額は１億７３１０万３０００円で、守衛

の嘱託職員賃金２１２２万７０００円、仮設庁

舎ほか２カ所の清掃業務委託１８６２万４００

０円、仮設庁舎のリース料９０１３万７０００

円が主なものでございます。 

 なお、仮設庁舎のリース期間は平成２８年１

０月から令和３年９月までの５年間で、契約総

額４億４６３６万３０００円となっておりま

す。 

 特定財源は、地方債の一般単独災害復旧事業

債である市庁舎施設災害復旧事業１億３４０万

円などで、不用額の９１９万２０００円は、旧

庁舎解体に伴い、通電停止したため、電気代が

当初見込みより減少したことや庁舎管理の高額

な突発修繕が発生しなかったことが主な要因で

ございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

民間委託の拡大・市民等との協働としており、

会計年度任用職員制度の施行に伴い、守衛業務

等において人件費や管理業務の大幅な増加が見

込まれるとともに、さらなる市民サービスの向

上を図るため、民間委託について検討するとし

ております。 

 次に、下段の市庁舎施設整備事業、鏡支所で

ございますが、これは支所庁舎の整備を行うも

ので、決算額は１３７８万６０００円で、主な

ものは庁舎南側一般駐車場の舗装改修工事のほ

か、平成２９年度からの繰り越し事業として、



 

－23－

非常用発電設備の改修工事を行っております。 

 特定財源は、地方債、鏡支所庁舎施設整備事

業６８０万円でございます。 

 なお、不用額５３０万５０００円の主な理由

は、繰り越し事業である非常用発電設備改修工

事において、受変電設備の部品交換が不要とな

ったことによるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としておりますが、施設整備について、これま

で部分的な改修で対応しており、一定の改善は

見られるものの、経年劣化に追いついていない

状況であり、今後、計画的に改修を進めていく

こととしております。 

 ２１ページをお願いします。 

 下段の庁舎解体等事業（地震災害関連）でご

ざいますが、熊本地震により被災した市庁舎の

解体等に係る経費でございます。 

 決算額は２億７３２５万７０００円で、主な

ものは本庁舎解体工事２億３９０万円でござい

ます。 

 また、前年度からの繰り越し分として、別館

外解体工事監理業務委託３４６万７０００円、

別館外解体工事４９１１万９０００円などがご

ざいます。 

 なお、３億２６６６万６０００円を令和元年

度に繰り越ししております。 

 不用額の１億５３５８万３０００円でござい

ますが、当初予算編成時においては、外構を含

む本庁舎敷地全体の解体を予定しておりました

が、発注する段階で、再度精査を行い、新庁舎

建設に支障のない外構や上水道を供給する松江

水源地の解体を除外したこと、また、庁舎内の

不用物である机、キャビネット等の鋼製製品、

紙類等のうち、有価で引き取っていただいた分

につきましては、本来かかる処分料が不用とな

ったことが主な要因でございます。 

 今後の方向性としては、本庁舎解体工事が令

和元年度までかかることから、市による実施、

現行どおりとしております。 

 次に、２２ページ下段の定住促進対策事業で

は、首都圏で６回の移住相談会を開催し、合わ

せて１４組１７人の相談を受けました。このう

ち１組は世帯６人で本市に転入されておりま

す。 

 また、新規事業として、若者の地元定着を目

的とするやつしろ学生ラボ事業を実施し、市内

の学生１３人が５回の研究会に参加し、約２０

０人が来場した中で研究発表会を行い、学生に

定住、さらには地元回帰の意識を芽生えさせる

きっかけとなったものと考えております。 

 決算額は４１２万２０００円で、やつしろ学

生ラボの企画運営業務委託費３７１万５０００

円が主なものでございます。 

 また、特定財源として、国庫支出金の地方創

生推進交付金１９７万４０００円とふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金２１４万３０００

円がございます。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、移住支援体制の一層の充実を図る

とともに、インターンシップ等を取り入れなが

ら、若者の将来の定住につなげる取り組みを行

っていくこととしております。 

 ２３ページ上段の坂本支所地域振興事業から

２５ページ上段の泉支所地域振興事業までは、

坂本、千丁、鏡、東陽、泉支所のそれぞれの管

内において、地域づくり活動を行う団体への補

助を行う事業でございまして、まず、２３ペー

ジ上段の坂本支所においては、決算額５０万円

で、坂本住民自治協議会の地域づくり活動とし

て、鮎やな食堂で使用するテーブル、椅子、レ

ジスター、鮎焼き器、食器棚の購入補助と、団

体名称はちりゅういずむの坂本町の食と祭りに

関する冊子３０００部作成への補助であり、下

段の千丁支所においては、決算額４９万９００

０円で、千丁校区まちづくり協議会へ畳表発祥

の地看板張りかえ及び新規看板設置の整備補助
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であり、２４ページ上段の鏡支所においては、

決算額５０万円で、各地区の行事に対する補助

のほか、実行委員会を組織して実施された八代

おざや節全国大会等への補助、下段の東陽支所

においては、決算額５０万円で、５地区５基の

地区掲示板を改修、修繕のための補助を初め、

ふれあい夏祭り事業や文化の祭典事業への補

助、２５ページ上段の泉支所においては、決算

額は５０万円で、７団体に対して、防災備品購

入や道路清掃用ブロワ購入、掲示板設置等に対

する補助やうぃずゆ～が行うユズを使った胡椒

と味噌づくりの体験事業実施への補助を行って

おります。 

 今後の方向性は、５支所とも、市による実

施、現行どおりとしております。 

 次に、２５ページ下段の八代・天草架橋建設

促進事業では、八代・天草架橋建設促進期成会

として取り組みました広域的な物流・観光等調

査研究事業において、八代・天草架橋による産

業、観光面での経済波及効果を年間１３６２億

円と算出し、八代・天草架橋の必要性、有用性

をより具体的にお示しすることができました。 

 また、この調査結果の報告会として開催した

１月のシンポジウムには２００人を超える来場

者がありました。 

 決算額は１３４万９０００円で、八代・天草

架橋建設促進期成会負担金、臨時分８２万４０

００円及び八代・天草架橋民間協力期成会事業

補助金４７万５０００円が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、本年８月３日の総決起大会で、新

たな名称として決議された八代・天草シーライ

ンが熊本県や国の道路計画等に位置づけられる

よう要望活動及び署名活動を継続するととも

に、高まった機運をさらに醸成させ、事業が発

展するよう、毎年、シンポジウム等を開催した

いと考えております。 

 ２７ページをお願いします。 

 上段の荒瀬ダム撤去対策事業では、県営荒瀬

ダム撤去に伴う地域課題の解決のため、地域振

興へ向けた事業を実施いたしました。 

 決算額の５４６万８０００円は、道の駅さか

もと内に整備いたします川遊び交流拠点施設の

設計委託費で、特定財源として、県企業局と本

市とで締結した協定に基づく県支出金、荒瀬ダ

ム撤去対策事業負担金により全額を充てており

ます。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、平成３０年３月に国の登録を受け

たかわまちづくり支援制度を活用し、川遊び交

流拠点施設の整備や荒瀬ダムボートハウスの解

体、護岸整備に取り組むこととしております。 

 下段のかわまちづくり推進事業では、平成２

７年３月に国の登録を受けたかわまちづくり計

画に基づき、遥拝堰下流左岸高水敷の整備に向

けた事業を行いました。 

 決算額の４７５万２０００円は、多目的広

場、管理用道路、駐車場、直火ゾーン等の実施

設計委託費で、特定財源として、まちづくり交

流基金繰入金により全額を充てております。 

 翌年度への繰り越し額２８４万円は、トイ

レ、水飲み場等の実施設計に係る国の占用許可

に想定外の日数を要したため、繰り越しを行っ

たものでございます。 

 不用額の１２４０万８０００円は、国が先行

して行う基盤整備のために実施した測量のデー

タ等を活用することにより、委託に関する経費

が大幅に削減できたために生じたものでござい

ます。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、引き続き、国と連携しながら、遥

拝堰下流左岸高水敷の整備に取り組む予定とし

ております。 

 ２８ページをお願いします。 

 上段の熊本地震復興祈願事業では、本年２月
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に八代市総合体育館において、ＮＨＫのど自慢

を開催し、放送を通じ、本市の紹介とともに、

熊本地震の際の支援や励ましに対する感謝の気

持ちを全国に発信することができました。 

 決算額の８３７万３０００円は、会場使用料

１６９万８０００円及び舞台架設委託料６５８

万６０００円が主なもので、特定財源として、

まちづくり交流基金繰入金により全額を充てて

おります。 

 今後の方向性は、来年度以降の開催予定はな

いことから、不要、廃止としております。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 上段の住民自治推進事業でございますが、住

民自治組織である地域協議会の運営支援を主に

行っており、決算額は６７１４万円で、２１地

域協議会に交付している地域協議会活動交付金

６０５９万５０００円とまちづくり活動活性化

補助金６３０万円が主なものでございます。 

 なお、特定財源として、まちづくり交流基金

繰入金６３０万円がございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、市民と市が協働してまちづくりを

展開するため、各地域協議会の運営を引き続き

支援していくこととしております。 

 下段の自治総合センターコミュニティ助成事

業でございますが、いわゆる宝くじ助成金を活

用し、住民自治組織に助成するものでございま

す。 

 決算額は４６０万円で、二見住民自治協議会

のはっぴや照明器具、物置などの備品整備。ま

た、千丁校区まちづくり協議会のはっぴやテン

ト、物置などの備品整備に対し、助成を行って

おります。 

 なお、特定財源は全額、財団法人自主総合セ

ンターからの助成金４６０万円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、当該事業を地域協議会へ周知啓発

するとともに、利用を促し、地域コミュニティ

活動の充実、強化を図っていくこととしており

ます。 

 次に、３０ページ下段の内部情報システム運

用事業は、財務会計、庶務事務、人事給与、グ

ループウェアのシステムを平成２３年度より導

入いたしておりましたが、内部事務のさらなる

効率化や利便性の向上を目指して、新たなシス

テムの導入を図ったものでございます。 

 決算額の６５４５万９０００円の主なもの

は、現行内部情報システムに関連して機器等の

賃借料やシステムの保守料等で１３０８万７０

００円、また、新内部情報システムの導入構築

費３７９０万円、データの移行経費１４４７万

２０００円などでございます。 

 なお、不用額の８７５万８０００円は入札残

によるものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしております。 

 ３１ページをお願いします。 

 下段の防犯灯設置事業でございますが、夜間

の犯罪を防止し、市民が安心して生活できる住

みよいまちづくりを推進するため、町内会等へ

の防犯灯設置補助金の交付などを行っておりま

す。 

 決算額は５３８万４０００円で、防犯灯設置

補助金４００万円が主なもので、ＬＥＤ灯、蛍

光灯の取りかえ６４件、防犯灯の新設５４件に

係る経費に対し補助をしております。 

 なお、特定財源は、国庫補助金の地域防犯

灯・街路灯整備事業交付金１０８万３０００円

でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、規模拡充と

しており、子供や女性に対するつきまといな

ど、夜間に発生しやすい犯罪を抑止すること

で、安心して暮らせる環境を整備してまいりま

す。 

 また、老朽化した防犯灯の入れかえや犯罪発

生箇所への新設など、一定期間補助規模を拡充
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し、集中して整備を行うこととしております。 

 次に、３２ページ下段の交通安全指導員関係

事業でございますが、交通事故被害者を減少さ

せるために、交通安全教室の実施など、交通指

導員、交通安全教育指導員と協働しながら、交

通安全意識の啓発、高揚を図っております。 

 決算額は６８９万２０００円で、交通指導員

７３名分の報酬３２４万４０００円が主なもの

でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、要改善とし

ており、交通指導員のなり手不足や高齢化、地

方公務員法改正への対応など、課題はあります

が、引き続き、交通安全協会等の関係機関と連

携を図りながら、より一層、交通安全運動推進

に取り組んでまいります。 

 ３３ページをお願いします。 

 上段の生活交通確保維持事業は、地域住民の

公共交通手段を確保するために、路線バスへの

補助、乗り合いタクシーの運行などを行ってお

り、平成３０年度は、地域版の公共交通マップ

や総合時刻表、利用啓発冊子の作成、インバウ

ンド移動需要調査等を実施いたしました。 

 決算額は２億９３７５万５０００円で、乗合

タクシー運行事業補助金５７７５万５０００

円、地方バス路線維持費補助金１億９４４８万

７０００円、八代駅の改築に伴うバス停シェル

ター等設置工事費２０８４万４０００円が主な

ものでございます。 

 また、特定財源として、国庫支出金の地域公

共交通確保維持改善事業費補助金９９７万７０

００円、地域公共交通再編推進事業補助金６２

９万６０００円、県支出金の熊本県生活交通維

持・活性化総合交付金１８９５万９０００円の

ほか、まちづくり交流基金繰入金２０８４万４

０００円などがございます。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、平成２９年１０月の八代市地域公

共交通再編実施計画に基づく見直しの実施後、

地域から新たな路線開設の要望もあっているこ

とから、令和２年１０月以降の見直しに向けて

検討を行うこととしております。 

 下段の人権啓発推進事業でございますが、さ

まざまな立場の人が連携、協力し、人権文化に

満ちあふれたふるさとづくりを目指して、人権

教育、人権啓発の推進組織である八代市人権問

題啓発推進協議会及び八代市と氷川町で構成す

る八代地域人権教育のための推進会議を中心

に、人権教育、人権啓発を推進しているもの

で、広報しあわせの発行や人権子ども集会、フ

ェスティバルなどのイベントによる啓発を行っ

ております。 

 決算額は１０２９万１０００円で、人権問題

啓発推進協議会交付金４１０万円と八代地域人

権教育のための推進会議負担金１８４万円、部

落解放第３１回熊本県研究集会出席負担金３１

５万円が主なものでございます。 

 なお、この出席負担金でございますが、この

研究集会は県民に同和問題を初め、あらゆる差

別問題に対し、正しい理解と認識を深めていた

だき、全ての人々の人権が尊重される社会の実

現を目的として、毎年、県内各地域を巡回しな

がら開催されているもので、平成３０年度は八

代地域での開催となり、本市からの参加者９０

０人分の出席負担金でございます。 

 今後の方向性としては、市による実施、民間

委託の拡大・市民等との協働等としており、市

民と一体となった取り組みとなるよう、人権問

題についての正しい理解と人権意識の高揚を図

ってまいります。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 上段の男女共同参画計画策定事業でございま

すが、平成２１年３月に策定しておりました男

女共同参画計画が平成３０年度をもって終了す

ることに伴い、新たな計画の策定が必要となっ

たところです。 

 平成２９年度に実施しております市民意識調
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査、事業所調査、市民ワークショップでの御意

見等の基礎資料のほか、国、県の動向等を踏ま

えつつ、パブリックコメントを経て、令和元年

度から５カ年の計画を策定したものでございま

す。 

 決算額の１４６万９０００円は、計画策定業

務の委託料で、不用額の１２２万６０００円

は、入札残でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としておりますが、この事業は第２次計画策定

のための単年度の事業でございますので、次期

計画策定事業は５年後を予定しております。 

 次に、３６ページ下段のコミュニティセンタ

ー施設整備事業は、住民自治によるまちづくり

行動計画の重点施策であるコミュニティセンタ

ーの整備及び利用者の安全、利便性の向上を図

るもので、決算額は１億７０４万６０００円で

ございます。 

 これは、高田コミュニティセンター改築工事

で実施設計業務委託として、２１０２万２００

０円、日奈久、千丁コミュニティセンターの多

目的トイレ設置工事８４２万７０００円、鏡、

金剛、宮地コミュニティセンターのトイレ洋式

化改修工事１１２６万９０００円、繰り越し分

で泉コミュニティセンターのつり天井等改修工

事として５２０３万４０００円などが主なもの

でございます。 

 なお、特定財源は、地方債として高田コミュ

ニティセンター改築事業１９９０万円、トイレ

洋式化改修等のコミュニティセンター施設整備

事業２２２０万円、繰り越し分では、国庫補助

金の集落活性化推進事業費補助金２３７４万８

０００円、地方債で泉コミュニティセンター施

設整備事業２６８０万円などがございます。 

 不用額の１１６０万２０００円は、日奈久と

金剛コミュニティセンターの空調機購入及び高

田コミュニティセンター実施設計業務委託の入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、要改善とし

ており、多くのコミュニティセンターが築３０

年以上を経過しているため、個別施設計画な

ど、全市的な計画との整合性を図りながら、計

画的に改修、改築を進めていくこととしており

ます。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 上段の新庁舎建設基本・実施設計事業は、新

庁舎建設における設計業務の実施に係るもの

で、決算額は５９８５万３０００円でございま

す。 

 主には、基本設計委託料５９５２万６０００

円でございまして、新庁舎建設基本・実施設計

業務は平成２８年度から３０年度までの３カ年

契約を行っております。その総事業費は２億４

５５４万９０００円で、免振装置データ改ざん

問題により、設計変更が生じ、平成３０年度ま

での完了が困難となったため、令和元年度に１

億８５５８万１０００円繰り越ししておりま

す。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、実施設計業務が本年６月末に完了

し、法定手続も先週無事完了したところでござ

います。今後は、建設工事のスケジュールを適

切に管理し、令和３年度の庁舎完成を目指すこ

ととしております。 

 次に、３８ページ上段の新庁舎建設関連事業

は新庁舎建設工事に伴い、必要となる埋蔵文化

財発掘調査並びに松江城水源地の予備井戸設置

工事及び仮設浄水池設置工事でございます。 

 決算額は１億１７８２万９０００円で、埋蔵

文化財発掘調査の事業費１億４７０２万３００

０円のうち、８６２０万円を執行しましたが、

残る６０８２万３０００円は令和元年度に繰り

越ししております。 

 なお、不用額の５１１万６０００円は主に松

江城水源地予備井戸設置工事の入札残でござい

ます。 
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 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 ３９、４０ページをお願いします。 

 ４０ページ上段の番号制度導入事業でござい

ますが、個人番号通知カードの発送や希望者へ

のマイナンバーカードの交付業務などを行って

おります。 

 決算額は２５５７万９０００円で、地方公共

団体情報システム機構へ支払った通知カード・

個人番号カード関連事務交付金１００９万８０

００円及び社会保障・税番号制度システム整備

委託費９７８万５０００円が主なもので、住民

票やマイナンバーカードへの旧氏併記に係るシ

ステム改修費でございます。 

 なお、特定財源として、国庫支出金の通知カ

ード・個人番号カード関連事務補助金１２１０

万９０００円、社会保障・税番号制度システム

整備費補助金９８７万円などがございます。 

 不用額の１６４１万２０００円は、交付枚数

が当初の予定より少なかったため、地方公共団

体情報システム機構へ支払う事務交付金が減額

となったことによるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としておりますが、令和２年度に予定されてい

るマイナンバーカードを活用した自治体ポイン

トによる消費活性化策の実施や健康保険証とし

ての利活用の開始により、今後マイナンバーカ

ードの交付申請が大幅に増加することが予想さ

れますので、マイナンバーカードの円滑な取得

に向けた取り組みを、さらに推進してまいりま

す。 

 ４１ページをお願いします。 

 上段の県議会議員選挙事業ですが、平成３１

年４月７日執行の熊本県議会議員一般選挙の事

務を行っております。 

 決算額は１１２５万４０００円で、選挙用ポ

スター掲示場作製・設置・保守委託４５１万５

０００円、投票管理システムサポート業務委託

１９９万５０００円、選挙事前準備事務及び立

候補事務等に係る時間外勤務手当１５５万円が

主なものでございます。 

 なお、特定財源は県議会議員選挙委託金でご

ざいます。 

 不用額の１０７１万５０００円は、八代市、

八代郡選挙区において立候補届け出者数が定数

を超えず、無投票となったため、執行経費が少

なく済んだことによるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、公平、公正、正確な事務が求めら

れることから、これらについてさらに精度の向

上に努めることとしております。 

 下段の住宅・土地統計調査事業ですが、これ

は統計法に基づく基幹統計調査で、我が国の住

戸に関する実態等を調査し、世帯に関する現状

と推移を明らかにすることにより、住生活関連

諸施策の基礎資料を得ることを目的に実施され

たものでございます。 

 決算額は４９８万４０００円で、調査員・指

導員報酬４５８万８０００円が主なもので、特

定財源は全額住宅・土地統計調査委託金でござ

います。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、国、県と連携し、登録統計調査員

の確保とスキル向上を図りながら、適正な統計

調査の実施を行ってまいります。 

 次は、最終ページの１８４ページをお願いい

たします。 

 款１２・諸支出金でございます。 

 上段のふるさと八代元気づくり応援基金事業

の決算額１億４６５万５０００円は、積立額の

内訳として事務費相当分などを除く寄附額１億

４４６万５０００円と利子１９万円を積み立て

たものでございます。 

 ３０年度末残高は、基金活用事業２３事業分

に７５５４万円を取り崩したものの、寄附金と

の相殺で昨年度末より２９１１万５０００円増
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加し、１億７００３万円となっております。 

 不用額の１００３万３０００円は当初見込み

より若干寄附金が集まらなかったことと、クラ

ウドファンディングにより集まった５００万円

の寄附金を基金へ積み立てず、全国花火競技大

会事業へ直接充当したことによるものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、基金の活用事例につい

て、寄附者に喜んでいただけるような内容とな

るよう検討していくとともに、活用事業を公表

することで、寄附者の関心を高めることにつな

げていくとしております。 

 次に、主要施策に記載のない公債費と予備費

について、一般会計歳入歳出決算書に基づきま

して、説明いたします。 

 資料が変わりまして、一般会計決算書の１９

８ページ、１９９ページをお願いします。 

 中段の款１１・公債費をごらんください。金

額は１０００円未満を切り捨てて御説明いたし

ます。 

 目１・元金の決算額は５６億８３０９万５０

００円で、国の財政融資や民間金融機関などか

ら借り入れました長期債の償還元金でございま

す。 

 また、目２・利子の決算額は４億４９２９万

２０００円で、主なものは元金と同様に長期債

の償還利子でございます。 

 なお、公債費の不用額２７８８万４０００円

は主に利子が要因でございまして、２９年度借

り入れ予定の市債が次年度への繰り越し事業と

なり、借り入れ時期がおくれたことによる減少

と借り入れ利率が見込みより低かったことによ

るものでございます。 

 最後に、２０２、２０３ページをお願いいた

します。 

 款１３・予備費を説明いたします。 

 項１、目１・予備費でございまして、予算額

２０００万円に対して、４９１万円を充当いた

しております。充用先は、右側の備考欄に記載

しておりますが、款５・農林水産業費、項１・

農業費、目６・農事研修センター費、節１８・

備品購入費への３７万１０００円は、土壌分析

に使用する振とう機の故障により、早急に購入

する必要があったため、充用いたしておりま

す。 

 次の、款６、項１・商工費、目３・観光費、

節１５・工事請負費への４５３万９０００円

は、東陽交流センターせせらぎの泉源ポンプモ

ーター取りかえ及び電源ケーブルの破損箇所を

保護するための工事に充用しております。 

 続きまして、総務費の主な予算流用を説明い

たします。 

 ページを戻っていただきまして、１０６、１

０７ページをお願いいたします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目２・文

書広報費の中で、備考欄の下段になりますが、

節１２・役務費から節１１・需用費への流用、

１１０万円は、浄書印刷室に設置する複合機に

ついて、各課の利用が当初の想定よりも多かっ

たことにより、パフォーマンスチャージ料が不

足したものでございます。 

 次に、下段の目４・財産管理費の中で、１０

９ページの備考欄の中段になりますが、１５

節・工事請負費から１３節・委託料への流用、

１５８０万１０００円は、当初旧庁舎解体工事

にて処分を予定しておりました不用物につい

て、処分を別途委託したほうが経費抑制になり

ますことから、流用して対応したものでござい

ます。 

 以上、総務費、公債費、諸支出金、予備費の

関係分の説明とさせていただきます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） 午前中の審議はこれ

までとし、休憩いたします。 

 午後は、１時３０分から再開いたします。 
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（午後０時２１分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時３０分 開議） 

○委員長（橋本幸一君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明がありました第２

款・総務費、第１１款・公債費、第１２款・諸

支出金中当委員会関係分及び第１３款・予備費

について一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） それでは、まず１４ペ

ージのですね、上段の行財政改革推進事業の御

説明のところで、今後の方向性と取り組み等の

部分の最初の行のですね、平成２３年度から２

９年度で５４億円の財政効果がありという記述

があるんですけれども、これは何に比べて５４

億円なのかというのと、比較対象基準が、ちょ

っとこれじゃ、何と比べて５４億円かわからな

いので、まずそれと、それは実際の金額なのか

というのと、いわゆる相当とか見込みとかあり

ましたよというようなものなのかっていうのを

ですね、その２点についてお願いします。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 企画政

策課の福本です。よろしくお願いします。 

 これは、２３年からの比較を対象として見た

ものでございまして、７年間の部分の効果でご

ざいます。 

 歳入増につながったものが約２７億円、それ

と、歳出減につながったものが約２６億円とな

っております。 

 歳入増につながったものとしまして、主な要

因としましては、下水道使用料の見直しが主な

ものです。それと、ふるさと納税の推進に係る

ものがございます。 

 それと、歳出減につながったものとしまして

は、市立病院の委託料が削減されたという部分

がございます。それと、議員定数の削減による

部分についても歳出減になっております。これ

を合わせまして５４億円の財源効果があること

になっております。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。

はい、ありがとうございます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） 済いません。それで

は、１９ページの広報広聴活動事業、これ、本

市にとって大変大事なですね、市民に伝える手

法の一つとして広報活動事業でございますが、

内容を見るとですね、ほとんど広報やつしろの

印刷経費になってるかと思います。 

 そうした中で、２点ほどちょっと確認したい

んですけども、これ、いろんな市政協力員、コ

ミセン、出張所等、各世帯に配布するんですけ

ども、その運搬経費はどこで見てるのかなと。

また、どのぐらいかかってるのかなというの

と、それから、民間事業者の広告料ですね、こ

れは、始めた当初は非常に掲載待ちっていうで

すね、非常に人気があって、１０カ月も先に掲

載待ちですとかいう声を聞いたんですが、今現

状、そういう業者さんの掲載待ちが起こってる

のかどうか。それから、この辺の広告料収入

は、また今後もふえていくのかも含めて、以上

よろしくお願いいたします。 

○市長公室次長（谷脇信博君） 市長公室の谷

脇です。よろしくお願いいたします。 

 太田議員の質問の１点目であります配布する

経費でございますが、こちらは印刷経費の中に

含まれております。ですから、別だてで配布報

償費みたいな、そういうのは発生していないと

いうことです。 

 で、２つ目の広告ですけども、今現在は、エ

フエムやつしろのほうで一括してつくっていた

だいて、そして広報のほう出しておりますが、

そんなに、今、広告待ちですという状況ではな

いようです。大体５社ぐらいが今出て、大きい

とこで５社、トヨオカ地建さんでありました
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り、シルバー人材センターさんでありました

り、そういうところが大きい契約になっており

ますが、それ以外は待ちではないというふうに

聞いております。 

○委員（太田広則君） 済いません、関連し

て。もう久しく広告料収入は、広報紙にです

ね、掲載するようになって、その効果の確認と

いいますか、業者さんからの、この八代市の広

報紙に載せてですね、このぐらいの事業効果が

ありましたとかっていう、その効果の確認はど

っかでするべきだと思うんですけど、その辺の

効果の確認はどこでどういうふうにチェックを

されてるんでしょうか。 

○市長公室次長（谷脇信博君） 失礼します。

済いません、効果の確認でございますが、それ

で売り上げが伸びた、――先ほど申しました大

手の不動産会社とかと、何ですか、幼稚園とか

いろいろあるんですが、そこで園児がふえたと

か、そういうふうな話までは、済いません、ま

だ聞いておりません。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） わかりました。意見の

ところで述べさせてもらいます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） それでは、２２ページ

のですね、定住促進対策事業のところで、委託

料の支払い先のですね、やつしろ学生ラボ企画

運営業務委託っていうのがありますけど、それ

は業務提携先の実態というようなの、どんなも

のなんでしょうか。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 企画政

策課、福本です。 

 学生ラボの委託につきましては、プロポーザ

ル方式で委託を募っておりまして、業者の実態

というのが、広告事業だったりとか、タウン雑

誌販売だったとか、そういう業者になります。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） なら、事業者さんがあ

るってことなの。事業者さんに委託されてるっ

てことですか。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） そのと

おりでございます。業者に委託でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） ２１ページの庁舎解体

事業のところでですね、不用額の説明のところ

で、旧庁舎の椅子、机の有価引き取りっていう

話が少しあったかと思うんですが、その金額が

詳細にわかれば。そういう有価で引き取りがあ

ったんでしょうか。 

 言ってる質問の意味わかってますかね。旧庁

舎にある皆さんが使ってた机とか椅子が有価で

引き取りがあったみたいな、説明で触れられた

んですが、その詳細をただ聞きたいだけなんで

すけど。 

○資産経営課長（鋤田敦信君） 資産経営課で

ございます。よろしくお願いします。 

 内容としましては、引き取ったものにつきま

しては、主にスチール製の机とかですね、あと

紙類、これを有価で引き取っていただいており

ます。金額としましては、５７万７１０９円で

の引き取りということとなっております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） １５００の不用額から

随分期待したんですけど、あとの物は全部、こ

の各庁舎、各支所とかに振り分けたというふう

に捉えてよろしいんですか。それとも、どっか

在庫を抱えてるとかというのはないんですか。 

○資産経営課長（鋤田敦信君） 有価で引き取

れなかったもの以外の不用物の処分でございま

すけれども、この解体事業から流用いたしまし

て１２７６万９０００円で有償で処分をしてい

ただいてる状況です。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） はい、わかりました。 
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○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（中村和美君） ３２ページの、飛びま

すけど、交通安全指導員の件で聞きたいんです

けど、７３名の中で、社会保険料、嘱託職員さ

ん、これ、何名分の社会保険料か。それと、巡

視してるときに転んだりとかけがしたりとかい

う問題もですね、この下のほうの今後の課題で

高齢化してきておる指導員が多くなってきてる

ちゅうことでございますので、そういうとき

に、けがなんかしたときの傷害保険とかはどの

ようにしておられるのかお聞きします。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） 市

民活動政策課の遠山でございます。よろしくお

願いいたします。 

 まず、質問の１点目でございますが、交通指

導員さんの社会保険料ではございませんで、下

のほうに交通安全教育指導員さん、２名ほど非

常勤職員さんをうちのほうで雇っておりますの

で、社会保険につきましては、そちらのほうに

なっております。 

 それと、交通指導員さんの事故等への補償と

いうことになりますが、基本的には職員と同じ

ような補償になっておりますので、別途、補償

しているわけではございません。 

○委員（中村和美君） 別途かけてあるちゅう

ことですね、別の分野のほうでですね。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） は

い。市の職員と同じでございます。非常勤の特

別職になりますので。 

○委員（中村和美君） 傷害保険みたいな形

で。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） は

い。以上でございます。 

○委員（中村和美君） はい、わかりました。

ありがとうございました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） １８ページのですね、

市政協力員関係事業の今後の方向性と取り組み

の部分で、地方公務員法の改正により云々とい

うのがあります。で、非常勤特別職としての任

用ができなくなるためとかっていうことで、新

たな制度の導入っていうことなんですけど、令

和２年の４月っていいますと、もう来年すぐな

ので、あらかた方向性見えてるのかなというふ

うには思うんです。 

 どんなふうに今、現状考えていらっしゃるの

か。 

 あわせてですね、今ありました３２ページの

交通安全指導員についても同じような記述があ

りますので、担当課、同じようなものですの

で、あわせて、よければお願いします。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） お

答えをいたします。 

 地方公務員法の改正に伴いました市政協力員

と交通指導員の今後についてということだと思

いますが、どちらもですね、市政の円滑な運営

のためにいろいろ御努力をいただいている資格

でございます。どちらの制度もですね、廃止と

いうことをもしした場合はですね、市の業務に

多大な影響が生じるというふうに考えておりま

すので、この制度を引き続きやっていくという

ことで、今、採用のほうを考えておるところで

ございますが、したがって、制度を変更するこ

とによって、市政協力員制度と交通指導員の制

度を維持していきたいという考えでおります。 

 しかしながら、仮に委託という形をとりまし

ても、個人への委託ですとか、自治会、それ

と、例えば市政協力員であれば、市政協力員協

議会等がございますので、そちらの団体への委

託と、そういうようなことございまして、さま

ざまな方法があるということを考えております

が、一長一短ございますもんですから、現在、

他市との情報交換をしながら、本市に合った制

度を検討している状況でまだございますので、
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いずれにしましても、早急に方向性は決定する

必要があるかというふうには考えておりまし

て、今のとこはお答えはそこまででございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） まず、１５ページの

ふるさと納税事業ですね。こちら、基金という

形で集められてるということですけども、実際

にどういうもので、――活用もされてるみたい

なので、そちらの内容を教えていただきたいの

と、――一緒にいいですか、別々がいいです

か。 

○委員長（橋本幸一君） どっちでもいいです

よ。 

○委員（橋本徳一郎君） じゃあ、まず１つ。 

○委員長（橋本幸一君） まず１つ。 

○財政課長（田中智樹君） 事業名でよろしゅ

うございますか。（委員橋本徳一郎君「はい」

と呼ぶ） 

 まず、子どもの未来づくり事業ということ

で、乳幼児健診支援事業、また、学校教育の器

材の充実ということで、中学校の英語ピクチャ

ーカードの購入だとか、それと同じく、これも

教育振興事業で、第三中学校の柔道場の畳の入

れかえの事業だとか、また、パソコン教育推進

事業で電子黒板の購入事業等に充てておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） あと、４０ページの

番号制度導入事業ですね。下の段にマイナンバ

ーカードの健康保険証としての利活用っていう

ふうにあるんですけども、こちらはマイナンバ

ーカードを持っている人のみ保険証として利用

できるというものでの理解でよろしいでしょう

か。 

○市民課長（西田裕一君） 市民課、西田で

す。よろしくお願いいたします。 

 まだ具体的にですね、どのような方法で保険

証として使うかというのはまだ検討段階でござ

いますが、令和３年３月ごろをめどにマイナン

バーカードの健康保険証等の利用を、計画を国

がしているというところでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） もう１つ、確認です

けど、これは希望者がということでよろしいで

すかね。 

○市民課長（西田裕一君） マイナンバーの取

得自体は希望者でございますが、希望者だけ

が、マイナンバーカードを保険証として利用で

きるかというのは、今のところ、ちょっとま

だ、不明な部分でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） ２６ページの日奈久の

地域開発事業というところなんですけど、下の

今後の方向性の理由とかいう欄があるんですけ

れども、今年度も継続されている事業かなとい

うふうに思います。今年度の補正予算でです

ね、何か日奈久の魅力を何かもう一回掘り起こ

すような、何かプロジェクトが組まれているよ

うな予算がどっかであったと思うんですけど、

それと同じような事業形態にもなるんじゃない

かなと思うんですけれども、済いません、この

事業の位置づけをですね、もう少し詳しく教え

ていただいていいですか。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） この日

奈久地域開発事業と申しますのは、主な部分に

つきましては、日奈久の埋立地の部分の中で、

まだ売却してない未利用地の部分がございま

す。雑種地で４３８３平米の土地がございま

す。日奈久平成町でございます。その土地につ

いて、民間に利用していただこうということ



 

－34－

で、今、売却手続を進めている中で、ヤフーオ

ークションだとか、そういう活用しているとこ

ろもあるんですけれど、なかなかですね、応募

がないという状況でございます。こういった事

業でございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） ここのいらっしゃる方

の事業だったかどうかわかりませんけど、何か

あってるんですよね、今年度も。何か日奈久の

魅力、再開発みたいな。委嘱事業ですね。何か

あったんです。それで、何千万の単位で。

（｢予算ついとった」と呼ぶ者あり）ねえ。 

 そういう事業の中で一緒にできるようなもの

じゃないんですか。要するに、効率的にできな

いのかなということなんですけど。（｢３年間

か何か」と呼ぶ者あり） 

○財務部長（佐藤圭太君） ただいまの堀委員

の御質問なんですけども、確かに補正予算でで

すね、地方創生ということで、日奈久のヘルス

ツーリズム事業のことだと思います。所管がで

すね、経済文化交流部が所管しておりますの

で、この場ではちょっと。 

○委員（堀 徹男君） ああ、なるほどね。 

○委員長（橋本幸一君） 違う部署ちゅうこと

で、そこについては、はい。 

 ほかに。 

○委員（太田広則君） じゃあ、済いません。

２５ページのですね、八代・天草架橋建設促進

事業ですけども、私も期成会議員でありますの

で、非常に関心があるとこだし、進めるべきと

こだと思います。 

 そうした中で、毎年ですね、連続してシンポ

ジウムを開催するということで、大いに期待を

したいんですが、民間企業のですね、やはり盛

り上がり、民間に勤めてる従業員の盛り上がり

も本当に必要だというふうな中で、実際、補助

金が民間協力期成会事業補助金４７万５０００

円というのがありますけども、現在のですね、

民間企業に対しての、この八代・天草架橋建設

促進の民間企業に対する現状と今後の取り組み

はどのように考えておられるのか、ちょっと教

えていただければなというふうに思います。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 民間企

業につきまして、特に働きかけは現在行ってお

りませんけれども、署名活動とか、そういう部

分の活動につきましては、署名活動のお願いを

したりとかはしております。 

 それと、この民間協力期成会という母体が経

済開発同友会になっておりますので、そちらを

通じて働きかけをしているところでございま

す。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） ３１ページのですね、

防犯灯設置事業の件について。今後の方向性

が、市による実施で規模拡充というふうにされ

ています。とてもありがたいことだというふう

に思っています。 

 その中で、今年度ですね、令和元年度から３

カ年間はふるさと元気づくり基金を活用してさ

れるということで、今年度もお取り組みなんだ

ろうと思いますが、町内会等々の要望からです

ね、防犯灯の設置の要望があった際に、何か６

年ルールみたいなのがあるっていうふうに聞い

たことがあるんですよ。６年間ぐらい防犯灯の

補助が受けられたら、しばらくお休みしてくだ

さいみたいな。それは都市伝説なのかなという

ふうに思うんですけど。そういうルールはない

と、毎年、町内会から要望を出しといても外さ

れるというようなことはないというふうに捉え

といてもいいですかね。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） そ

のようなルールはございません。 

○委員（堀 徹男君） そうですか。 
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○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） 済いません、それで

は、３３ページですね。生活交通確保維持事業

でございます。 

 内容はわかってるんですけれども、当初、こ

のある民間バス事業者に２億円というですね、

十数年前にそういう補助金を市が出していたち

ゅう中で、いろんなこの交通体系の改善を八代

市はやってきたと思いますし、現状では乗り合

いタクシーも含めてですね、２億９０００万と

いうですね、金額が跳ね上がってるというふう

に危機感をちょっと持っておるんですけれど

も。 

 国が推進するモビリティ・マネジメントのこ

の推進事業委託料ですね、これが非常に１５０

０万、１５５７万４０００円、これはどういっ

たことを具体的に、今取り組んできたんでしょ

うかね。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 委員お

尋ねの八代市モビリティ・マネジメント事業業

務委託ですけれども、１５５７万４０００円で

ございます。 

 内容としましては、公共交通マップの作成

を、これ、地域版ですね、作成しておりまし

て、そのほかに乗り継ぎ時刻表の作成、これ地

域版です、それと公共交通利用啓発冊子の作

成、地域版です、この地域版が６地域市内にご

ざいまして、中心部、坂本、泉、東陽、北部、

南部、この６地域に分けまして、マップと乗り

継ぎ時刻表、公共交通利用啓発冊子を作成しま

して、全世帯に配布しております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） モビリティ・マネジメ

ントはそちらに使われたちゅうのは、はい、よ

くわかりました。理解したいと思います。 

 もう１点だけ、財源ですね。その他の特定財

源で、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入

金、まちづくり交流基金繰入金等を使っておら

れますけども、これは、今後のこの継続した特

定財源となり得るのかをちょっとお聞かせ願い

たいんですけども。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） このモ

ビリティ・マネジメント事業ですけれども、平

成３０年度に限っての国の補助を受けた事業で

ございました。今後あるかどうかも含めて、す

るかどうかも含めて、今後は検討中でございま

す。 

○委員（太田広則君） はい、わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。 

○委員（太田広則君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） ３６ページのコミュニ

ティセンター施設整備事業の件について、少し

お尋ねしたいと思います。 

 トイレの洋式化の改修工事を進められたとい

うことなんですけれども、現在ですね、現在と

いうか、この決算の時期の話でしょうから、進

捗率といいますか、洋式化がどこまで進んでる

のかっていうのを教えていただきたいと思いま

す。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） コ

ミュニティセンターの洋式化率でございます

が、今、洋式化がないところがですね、東陽コ

ミセン以外につきましては全て完備をしており

ます。ただし、担当課といたしましては、利便

性とか安全性の向上を図りますところでです

ね、洋式化率も５０％目指して整備をしていき

たいというふうに考えておるとこでございま

す。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） 済いません、今の５

０％目指したいとおっしゃったのは、例えば、

１コミュニティセンターに、例えば４つ便器が

あったら２つは洋式化したいということで捉え

ていいんですか。 

○理事兼市民活動政策課長（遠山光徳君） は
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い、そうです。あくまでも、コミュニティセン

ター１つに関しまして、そこに配備されている

トイレのうち半分以上は洋式化を目指したいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） なければ続けていいで

すか。 

 ３８ページの市民税賦課徴収事務事業の中

で、法人市民税の本市の対象事業者数っていう

のを数だけ教えていただければ助かります。あ

りがたいです。来てない。（｢いや、隣にお

る。控え室」「歳入歳出事業」と呼ぶ者あり） 

○市民税課長（中田利一郎君） 市民税課の中

田です。 

 法人税の納税義務者数ですけれど、平成３０

年度が３２９５法人でございます。 

○委員（堀 徹男君） 新しく導入された税だ

と思うんですが、何年からだったですか。 

○市民税課長（中田利一郎君） 法人市民税に

ついては、新しくというよりも、もう。 

○委員（堀 徹男君） 国税のほうだった。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） まず、３３ページの先

ほど質問しました生活交通確保維持事業です

ね。総務企画部長の総括の中にも出てきまし

た、循環バス路線の利用者数も減ってるという

中でですね、本当に維持をしていくことの難し

さ、大変さというのは重々私もわかっておりま

す。そういう意味で、非常に危機感を持ってお

ります。それで、令和２年１０月に、いよいよ

私が待ちに待ってた路線変更が可能になると、

麦島東西のほうの路線変更も２年前に訴えた経

緯がございます。 

 どうか、やはり赤字路線解消とまでは行きま

せんけどもですね、今、本当に赤字路線がたく

さん、見直せばあると思いますので、その辺を

的確にですね、市民のニーズに応えれるように

ですね、その路線の変更が可能になったときは

ですね、積極果敢にですね、市民の声を聞い

て、利用者がふえるようなですね、施策をお願

いしたいというふうに思っております。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 先ほどもお尋ねさせて

いただいたんですけど、日奈久の地域開発事業

ですか。そこまで詳しく両方とも事業をです

ね、深く聞いているわけではないんですけれど

も、ぱっとした、ちょっとしたイメージで捉え

ると、似たような、先ほど聞いた何か新しい日

奈久の魅力を探す事業なんかと抱き合わせても

できるような事業じゃないかなというふうなイ

メージを持ったもんですから、行革の観点から

いけばですね、統合できるようなものは次の年

度でも検討していただければなというふうに思

いました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） １９ページの先ほどの

広報広聴活動事業でですね、広告事業主に対し

ての効果の確認はとってませんということでし

たけれども、どこかでですね、やはり、広告を

掲載する意味、何のメリットがあるのかです

ね、そのことによって業者が潤ってるのかどう

かも含めてですね、定期的にどっかでですね、

効果の確認をですね、とることが必要だなと、

私個人的には思っておりますので、要望してお

きます。 

 それから、最後、八代・天草架橋、２５ペー

ジですけども、先ほど企業に対してどうかとい

う質問をしましたら、経済開発同友会を通じて
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ということでございました。これ、経済開発同

友会に属してる企業なんていうのは、大きなと

ころでしかないかと思います。やはり、もっと

ですね、手広く開発同友会に入ってない企業た

くさんございますんで、そういうところにも積

極的にですね、八代・天草架橋建設促進事業を

積極的に推進していただけるよう要望をしてお

きます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ４０ページの先ほど

質問した個人番号ですね、マイナンバーの健康

保険証としての利活用っていうふうなんです

が、保険証は全員への配布、発行というのは、

もちろん義務づけられてますけど、マイナンバ

ーカードを受け取りたくないという市民も結構

おられるんでですね、その辺はちょっと、必ず

ということではなくて、いろいろ配慮をしてい

ただけたらなという、今後の国の動向にもよる

でしょうけども、そういった配慮をお願いした

いと思います。 

 もう１点、ふるさと納税の事業ですが、いろ

んな形で──１５ページですね。こちらに使い

道として５点ほど出てますが、この部分で子供

の未来づくりという意味でもですね、こういう

今回奨学金の額もふえたという予算もつきまし

たので、奨学金なんかに対してもちょっといろ

いろ使っていただけたらなというのも思いまし

たので、要望として挙げておきます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で第

２款・総務費、第１１款・公債費、第１２款・

諸支出金中当委員会関係分及び第１３款・予備

費についてを終了いたします。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後２時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時０５分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について総務企画部か

ら説明願います。 

○総務企画部長（松村 浩君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務企

画部、松村でございます。 

 それでは、第８款・消防費につきまして、最

初に平成３０年度の総括をさせていただきま

す。申しわけございませんが、着座にて説明さ

せていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（松村 浩君） まず、地域防

災計画につきましては、熊本地震を受けた教訓

より、関係機関の皆様からの御意見、さらには

災害時相互応援協定を締結している石巻市の防

災計画なども参考に、平成３０年６月に大幅な

見直しを行いました。 

 次に、市民の防災に関する知識を深め、災害

から身を守り、地域の防災力向上を目的として

八代市地域防災マップを作成し、平成３１年４

月に全世帯にお住まいの校区版として配布をし

ております。 

 これには、河川の洪水による浸水想定区域、

土砂災害が発生するおそれのある危険区域、指

定緊急避難場所、震災一時避難場所、福祉避難

所などを掲載しており、市のホームページでも

見ることができます。 

 また、本年度にはウエブ版ハザードマップの

多言語版の作成に取り組んでおり、市のホーム

ページ上で、英語、中国語、タガログ語、ベト

ナム語に対応できるようになります。 

 次に、避難所の整備についてですが、１次避

難所のトイレの洋式化とバリアフリー化は、平

成３０年度に完了しておりますが、つり天井や

照明などの非構造部材等の落下物対策について

は、今年度、鏡コミュニティセンターと太田郷
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コミュニティセンターの工事中であり、今年度

完了する予定となっております。 

 次に、自主防災組織についてですが、平成３

１年３月末現在の自主防災組織の結成率は、前

年度から２ポイント増の８７.１％となってお

ります。 

 そこで、まだ結成されていない地域の町内会

例会等へ出向き、自主防災組織の重要性などに

ついて説明を行っております。 

 また、自主防災会や町内会を対象に、出前講

座を２８回、防災訓練を３３回実施し、合わせ

て約３２００人の皆さんに参加をいただいてお

ります。 

 さらに、平成１４年度から実施しております

住民参加型防災訓練については、平成３０年度

は高田、昭和、泉の３校区で実施し、約６００

人の皆様に参加をいただきました。 

 次に、防災行政無線については、防災無線の

デジタル化への対応を図り、いち早く、確実に

防災情報を届けられるよう、現在防災情報配信

のシステムの見直しを進めており、平成３０年

度には、本市に適したシステムの整備手法を検

討した基本計画を作成いたしました。 

 この計画では、屋外拡声子局は、高性能スピ

ーカーにより、より聞こえやすくし、個人への

情報配信には、普及しているスマートフォンな

どを活用し、お持ちでない方へは、一斉架電や

ＦＡＸ、戸別受信機が効果的となっておりま

す。 

 また、新たに災害時支援システムを導入し、

国、県の情報収集やクロノロジなどの災害情報

を一元的に管理するとともに、監視カメラ、水

位センサーのリアルタイムな情報を入手するこ

とができるようになります。 

 本年度は、実施設計を行い、来年度に各シス

テムの整備を行うことといたしております。 

 次に、消防団整備事業ですが、平成２６年、

消防庁により示された消防団の装備の基準に基

づき、平成２７年度から毎年計画的な整備に努

めております。 

 ３０年度に整備した主なものは、消防車両７

台、小型動力ポンプ７台、無線機器４７機、チ

ェーンソー６台、投光器２台、その他、救助用

半長靴、耐切創性手袋などです。今後も引き続

き、装備の強化に努めてまいります。 

 最後に、昨年、国土交通省と市が中心とな

り、球磨川水害タイムラインを作成しており、

地域においても球磨川の氾濫を想定し、住民の

方々がみずから行う防災・減災への対応を定め

るコミュニティタイムラインの策定に取り組む

こととしました。 

 ３０年度は、球磨川堤防に隣接し、浸水の危

険度が高いと思われる太田郷校区をモデル校区

として、１２月の発足会を皮切りに、タイムラ

インの検討を開始いたしました。 

 検討会には、３０の町内会から町内長、民生

委員、消防団員などから３名程度参加していた

だき、約１００名の皆さんで５回開催し、令和

元年５月に太田郷校区の各町内のコミュニティ

タイムラインが完成し、７月号の市報で合わせ

て配布をしております。 

 近年、全国各地で自然災害が多発しておりま

す。市民の安全・安心を確保するための取り組

みがますます重要と考えており、自助、共助、

公助、相互の連携を図って、引き続き、地域防

災力の向上に努めてまいります。 

 以上、消防費の総括とさせていただきます。 

○総括審議員兼総務企画部次長（山田純子君）

 総務企画部の山田でございます。 

 平成３０年度八代市一般会計歳入歳出決算書

のうち、歳出の消防費関係分につきまして説明

をいたします。着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総括審議員兼総務企画部次長（山田純子君）

 失礼します。 

 それでは、平成３０年度における主要な施策
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の成果に関する調書・その１を用いまして説明

いたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 まず、歳出決算の状況ですが、上段の（１）

目的別の表で、款８・消防費の予算現額は、Ａ

の列で、２１億７３８５万８０００円で、支出

済額はＢの列になりますが、２１億１００４万

８０００円です。予算執行額は９７.５％とな

っており、前年度に比べ、６.１％の減となっ

ております。 

 個々の歳出の決算につきまして説明をいたし

ます。 

 １４４ページをお願いいたします。 

 説明は、まず、表中の左上にある事務事業名

を申し上げます。その後、事業の概要、決算

額、特定財源及び今後の方向性の順で説明を行

います。また、多額な不用額について、説明を

行います。 

 まず、１４４ページ下段の広域行政事務組合

負担金事業は、八代広域行政事務組合消防本部

による消防、救助活動の的確な実施と推進を図

るための負担金で、決算額は１７億２０３３万

円となっております。 

 内容は、通常消防運営経費１７億４７９万９

０００円、鏡署新築に伴う用地購入費などの償

還費５９４万４０００円、日奈久分署新築に伴

う用地購入費などの償還費２９２万１０００

円、新庁舎建設に伴う氷川分署関係の償還費６

５９万９０００円が主なものです。 

 特定財源は、県支出金で、火薬類の各種届出

受理等の権限委譲事務に対する委託金２５万３

０００円などです。 

 なお、不用額は１９５７万７０００円となっ

ております。これは、仮称新開消防署庁舎の用

地購入につきまして、活用起債が変わりまし

て、充当率が７５％から１００％となったこと

により、負担金の減額となったものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、本市消防施策の

実施に欠かせないものであり、市による実施、

現行どおりとしております。 

 続きまして、１４５ページをお願いします。 

 上段の消防団活動事業は、消防団員に必要な

処遇と福利厚生を確保し、安心して消防防災活

動が実施できる環境を整えることで、消防団員

の確保と士気高揚を図るものです。 

 決算額は１億９１０９万６０００円でござい

ます。 

 内容としましては、消防団員２３３５名の報

酬６１５５万円、団員の共済費６０２８万４０

００円、退職報償金５３９９万２０００円、出

動時の費用弁償１２７１万８０００円、消防車

両等の燃料費１９１万３０００円が主なもので

ございます。 

 特定財源として、消防団員等公務災害補償等

共済基金からの消防団員退職報償金５３９９万

２０００円、消防団員福祉共済加入者に係る事

務交付金５６万５０００円などがございます。 

 なお、不用額が５９４万１０００円となって

おります。この主なものは、消防団員の条例定

数２５００名に対し、実団員数が少ないことに

よる消防団員の報酬３３３万１０００円、東陽

方面隊、泉方面隊の出動が見込みより少なかっ

たことによる消防団員の出動手当１０６万７０

００円が不用となったものでございます。 

 今後の方針としましては、消防団活動の広報

にも力を入れ、団員確保に一層努めることと

し、市による実施、現行どおりとしておりま

す。 

 次に、下段の消防団整備事業は、消防団活動

に必要な資機材等の整備や維持管理を行う事業

でございます。 

 決算額は７４８０万１０００円でございま

す。主な内容としましては、備品購入費で、消

防車両・ポンプの購入分として、普通積載車５

台、小型動力ポンプ７台、軽積載車２台で、４
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９２２万６０００円、消防団員新基準活動服５

３４万９０００円、消防団員の半長靴１１９万

６０００円、無線機器４７機でございます。 

 特定財源の主なものとして、国県支出金の熊

本県電源立地地域対策交付金６４０万円、石油

貯蔵施設立地対策等交付金１３２０万５０００

円、球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金

１４５５万４０００円、地方債で消防施設整備

事業の防災減災債２４４０万円があります。 

 なお、繰越明許費１０２２万７０００円は、

平成３０年１２月に閣議決定をされました国の

防災・減災、国土強靭化のための３カ年緊急対

策を受けまして、消防庁の補助金を活用し、未

整備の消防団の緊急救助用資機材の整備を進め

ることとし、１年目の申請を平成３１年２月に

行っております。平成３１年３月８日に交付決

定を受けたものの、事業を実施する期間がなか

ったため、令和元年度へ繰り越しをしたもので

ございます。 

 また、不用額は９７６万円となっておりま

す。これは、ポンプや消防車両購入等の入札残

で６７６万１０００円、被服費や半長靴など、

消防団員の装備費の入札残１５９万６０００円

などが不用となったものでございます。 

 今後の方向性としましては、大規模災害時の

消防団の重要性も再認識されていることから、

先ほど申しました国の３カ年の緊急対策等の補

助金も活用し、消防活動に必要な資機材を配備

することとしており、市による実施、規模拡充

としております。 

 次に、１４６ページをお願いいたします。 

 上段の消防施設整備事業は、防火水槽や消火

栓、消防団車庫、屋外ホース格納庫など、消防

活動のための環境を整備する事業でございま

す。 

 決算額は２５５８万８０００円でございま

す。内容は、格納庫改修、防火水槽修繕などの

消防施設設備修繕料２０３万４０００円、防火

水槽新設の工事請負費９９５万８０００円、備

品でホース格納箱等の購入費１４４万７０００

円、７カ所の消火栓工事負担金で、水道局への

負担金５９３万７０００円が主なものでござい

ます。 

 特定財源として、地方債で消防施設整備事業

の現年分１３４０万と繰り越し分の３４０万円

があります。 

 不用額９９１万２０００円は、主なものとし

て、防火水槽新設工事におきまして、予算額６

１３万２０００円で入札手続を行うも、不落と

なり不用となったもので、この件につきまして

は、令和元年度に設計を精査しております。 

 今後の方針は、安全で安心なまちづくりの実

現に向け、地域要望などを反映させながら、整

備することとしており、市による実施、現行ど

おりとしております。 

 次に、下段の防災対策事業でございますが、

本市の防災対策の基本であります八代市地域防

災計画や八代市国民保護計画の見直しのための

防災会議の開催や自主防災組織の育成支援など

を行う事業でございます。 

 決算額は３９５６万８０００円で、Ｊアラー

ト設備機器更新業務委託４９１万４０００円、

鏡コミュニティセンターつり天井改修実施設計

委託２７７万６０００円、八代市職員用防災服

４６４万円、また、ふるさと八代元気づくり応

援基金対応分として、総合防災マップ作成・発

送業務委託などで、６９５万１０００円が主な

ものでございます。 

 特定財源として、国庫支出金の社会資本整備

補助金として、避難所整備費補助金８５万６０

００円、県支出金の球磨川水系防災・減災ソフ

ト対策等補助金が１４２３万６０００円、地方

債の緊急防災減災債が４９０万円、公共事業等

債が１７０万円、合わせて６６０万円、その

他、特定財源として、ふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金６９５万１０００円などがござ
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います。 

 不用額が、１２８万５０００円が不用になっ

ておりますが、J アラート設備機器更新業務委

託の入札残や鏡コミュニティセンターつり天井

改修実施設計委託の入札残により不用となった

ものが主なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、市民の防災意識の向上を図り、地域

防災力を高め、自主防災会の組織拡大及び充実

に取り組んでいきたいと考えております。 

 次に、１４７ページをお願いいたします。 

 上段の防災行政無線整備事業でございます

が、これは、先ほど部長の総括にもありました

とおり、防災行政無線のデジタル化を図り、い

ち早く確実に防災情報を届けられるよう、防災

情報配信のシステムの見直しを進めるととも

に、現行の防災行政無線設備の定期点検を実施

するもので、決算額は３４７４万２０００円で

ございます。 

 内容は現行設備に係るものとして、防災行政

無線の修繕料４１９万９０００円、電話料３８

４万８０００円、防災行政無線保守点検業務委

託料８５３万２０００円、工事請負費として、

ＭＣＡ屋外拡声器移設費２１１万１０００円、

電波利用料負担金２１１万円、今回のシステム

見直しに伴うものとして、委託料の防災行政無

線基本計画及び調査業務委託１１９３万４００

０円が主なものでございます。 

 なお、不用額５６５万６０００円は屋外拡声

器移設の工事請負費の入札残１６６万８０００

円、防災行政無線基本計画及び調査業務委託の

入札残２７８万２０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性につきましては、新たなシステ

ムはさまざまな手段で災害時の情報を収集し、

迅速かつ正確に情報伝達できる体制づくりを進

めることとしており、市による実施、要改善と

いたしております。 

 次に、下段の災害時用備蓄資材整備事業でご

ざいますが、これは災害時において、避難所等

に食料等を配布できるよう備蓄品を準備するも

のでございます。 

 決算額は１０２７万３０００円でございま

す。内容は、ブルーシート等の災害用備蓄消耗

品費で６９万６０００円、備蓄消耗品、資機材

を保管する備蓄倉庫の備品購入費で２２６万５

０００円、発電機、投光器、簡易ベッド等の備

蓄資機材の備品購入費で１１９万円、また、ふ

るさと八代元気づくり応援基金対応分として、

食料等の消耗品、資機材の備品購入費が合わせ

て５５７万２０００円でございます。 

 特定財源として、県支出金で熊本県電源立地

地域対策交付金１００万円、球磨川水系防災・

減災ソフト対策等補助金２２０万５０００円、

地方債で消防施設整備事業の緊急防災減災債７

０万円、その他特定財源で、ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金５５７万２０００円があ

ります。 

 今後の方向性は、計画的な備蓄を行うととも

に、市民みずから３日間の食料備蓄などを進

め、市民と協働による備蓄体制をとることと

し、市による実施、規模拡充といたしておりま

す。 

 以上が消防費関係の主な内容説明とさせてい

ただきます。御審議よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（中村和美君） １４６ページ、防災対

策事業の中の鏡コミセンつり天井改修実施設計

委託で、これは、何で防災に入るのかなと。 

○危機管理課長（廣兼和久君） 危機管理課、

廣兼でございます。よろしくお願いします。 

 今回のですね、鏡コミュニティセンターの件

ですが、太田郷コミュニティセンターと合わせ
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まして、つり天井がございまして、これが落下

のおそれがあるというところで、今回、うちの

ほうの危機管理課のほうでですね、予算の計上

をいたしました。 

 先ほど申しましたトイレの洋式化とバリアフ

リー化も含めたところで予算計上を行って、う

ちのほうから予算計上を行っているところでご

ざいます。（｢なぜかちゅうのが」と呼ぶ者あ

り） 

 なぜか。（委員中村和美君「うん、そうそう

そう」と呼ぶ） 

 これ、１次避難所となっておりましてです

ね、避難所の整備を早急にするというところで

うちのほうから予算を上げたということでござ

います。（委員中村和美君「１次避難所ってい

うのが」と呼ぶ） 

 そうです、はい。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（中村和美君） わかりました。わかり

ました。はい、はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） １４４ページの広域行

政事務組合負担金事業の中で、負担金補助及び

交付金という形でですね、氷川分署用地購入分

ということで記述があるんですけれども、たし

か記憶ではですね、所在する自治体が土地は購

入して広域行政事務組合に提供というか、し

て、上物だけは、按分して建てるというような

話じゃなかったかなと思うんです。土地を買う

費用、用地購入分としては、出てないはずじゃ

ないかなと思うんですけれども、これ、どうい

う内容なんですかね。 

○危機管理課消防防災係長（稲崎敬文君） 消

防防災係、稲崎といいます。よろしくお願いし

ます。 

 先ほど、委員おっしゃられたとおりでです

ね、氷川町より提供ということでありまして、

消防本部に確認しましたところ、用地購入分と

書いてありますが、償還分ということで計上し

た、この金額になっております。中身として

は、設計関係の費用と本体工事に関する費用が

この中に上げられておりますので、そこの費用

購入分というのは、誤りということで、御認識

いただければと思います。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） 用地購入分と記述した

のは間違いということでいいんですね。 

○危機管理課消防防災係長（稲崎敬文君） 申

しわけありません。購入分というのは誤りでご

ざいます。申しわけございません。 

○委員長（橋本幸一君） はい。訂正願いま

す。（｢済いません」と呼ぶ者あり） 

 ほかに。 

○委員（堀 徹男君） したらですね、１４６

ページと、それから、１４７ページにもあるん

ですけど、さまざまな対策事業を行う財源とし

ての県支出金のですね、球磨川防災・減災ソフ

ト対策補助金っていうのがあるんですけど、こ

れは、たしか時限的なものじゃなかったかなと

思うんです。あと何年ぐらい使える期間があっ

て、対象となるような事業は、ことしも来年も

見込みがあるのかなっていうのを、そこもお尋

ねしたいと思います。 

○危機管理課長（廣兼和久君） この球磨川水

系防災・減災ソフト対策等補助金につきまして

はですね、１０年間のということで、２７年度

から始まっておりますので、あと残り５年とい

うことでございます。 

○委員長（橋本幸一君） 対象と、どんな事業

かを。 

○危機管理課長（廣兼和久君） 補助対象とい

たしまして、ハザードマップの作成、監視カメ

ラの設置、水利系と連動したサイレンの設置等

２５項目ございまして、防災情報、通信施設の

整備等、いろいろ、避難所の確保、避難所の整

備等も入っております。 
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 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（堀 徹男君） 意見というか、要望と

いうか。今、お答えいただいた県の支出金の補

助金を活用した事業ですね。思いのほか、２５

項目とメニューが多いというふうに捉えていい

のかなと思います。５年間という限られた中な

ので、精いっぱいですね、活用して、その対策

事業にですね、充てていただければと思いま

す。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７８号・平成３０年度八代市一般会計

歳入歳出決算中当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入れかえのため小会いたします。 

（午後２時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３４分 本会） 

◎議案第８５号・平成３０年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８５号・平成３０年度八代市ケ

ーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算につい

て執行部から説明願います。 

○総務企画部長（松村 浩君） 総務企画部、

松村でございます。 

 それでは、引き続き、ケーブルテレビの担当

部としまして、まず最初に、総括のほうをさせ

ていただきます。それでは、着座にて説明しま

す。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（松村 浩君） 本市のケーブ

ルテレビ事業は、東陽、泉、坂本地域における

テレビ放送の難視聴対策及び地域間の情報格差

是正という本来の役割はもとより、地域防災に

おける情報伝達手段としての役割も担っている

など、中山間地域の方々にとって、日常生活に

密着した必要かつ不可欠なサービスとして、合

併前後の平成１６年度から平成１８年度にかけ

て整備がなされた事業でございます。 

 まず、利用状況についてですが、ケーブルテ

レビの利用世帯数は２９５６世帯で、前年度よ

り５８世帯減少しており、利用率は８９.４％

で、前年度より０.２％の減少となっておりま

す。 

 また、インターネットサービスの利用世帯数

は９７６世帯で、前年度より１世帯減少し、利

用率は３３.０％で、前年度より０.６％増加し

ている状況でございます。 

 ケーブルテレビ事業の運営につきましては、

これまでもサービスの維持、向上を図りなが

ら、ＣＳ番組の統合や運用方法の変更を行い、

経費の節減に努めるとともに、平成２４年と平

成２６年には利用料金の改定をお願いするな

ど、適正な運営に努めてまいりました。 

 また、さらなる運営の効率化のため、平成２

８年度から指定管理者制度を導入しております

が、平成３０年度末で期間が満了しましたこと

から、３０年度に公募により指定管理者を募集

しました結果、今年度からも引き続き３年間、

テレビやつしろ株式会社に指定管理委託を行う

こととなりました。 

 次に、ケーブルテレビの施設整備につきまし

ては、サービス開始から既に１０年以上が経過
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している状況で、放送機器や伝送路などが老朽

化し、既に耐用年数を経過しているものもある

など、今後これらの施設整備の更新や大規模修

繕が必要となるものと考えております。 

 市では、今年度から東陽、泉、坂本の中山間

地域と竜峰、日奈久、二見、鏡沿岸部などのＡ

ＤＳＬ地域で、光ブロードバンドの整備に取り

組んでおり、令和４年度には、中山間地域での

整備が完了しますことから、この光ブロードバ

ンドを活用したケーブルテレビの運用ができな

いか、現在検討を進めているところでございま

す。 

 今後、中長期的な視野に立ち、利用者へのサ

ービス向上も行いながら、より効率的で効果的

な活用に取り組んでまいります。 

 以上、総括とし、詳細につきましては、担当

課長より説明いたさせます。よろしくお願いい

たします。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課の

早木でございます。よろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○情報政策課長（早木浩二君） それでは、議

案第８５号・平成３０年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計歳入歳出決算について御説明さ

せていただきます。 

 決算につきましては、説明に入りますが、歳

入につきましては、八代市特別会計歳入歳出決

算書で、歳出につきましては、主に主要な施策

の成果に関する調書（その２）を用いて説明を

いたします。 

 まず、八代市特別会計歳入歳出決算書、１４

４ページをお願いをいたします。 

 実質収支に関する調書でございますが、歳入

歳出の決算額は、それぞれ４４９８万７０００

円で、歳入歳出の差引額はゼロ円でございま

す。 

 また、翌年度への繰り越しすべき財源もござ

いません。 

 それでは、まず、歳入の内容について御説明

をいたします。 

 決算書の１３８ページと１３９ページをお願

いをいたします。 

 金額につきましては、右から４列目の収入済

額を１０００円未満を切り捨てて申し上げま

す。 

 款１・分担金及び負担金は、収入済額はゼロ

円で収入未済額１２万円となっております。こ

れは、平成２３年度に新規に加入をされました

事業所のケーブルテレビ引き込み工事費の受益

者分担金約３０万円のうち、１２万円の未納分

でございまして、平成３０年度には入金がござ

いませんでした。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、収入済額９０００円、収入未済額は２５４

万１０００円でございます。 

 使用料は、平成２８年度から指定管理制度を

導入いたしておりますことから、現年度の使用

料金につきましては、指定管理者でありますテ

レビやつしろ株式会社の収入になっておりま

す。したがいまして、決算書にあります使用料

収入は全て過年度分の使用料ということになり

ます。 

 内訳でございますが、節１・ケーブルテレビ

使用料の収入済額９０００円、収入未済額２０

７万円と節２・インターネット使用料が収入済

額ゼロ円で、収入未済額は４７万円となってお

ります。 

 続きまして、款３・財産収入、項１・財産運

用収入、目１・財産貸付収入、節１・土地建物

貸付収入の６８万７０００円はケーブルテレビ

の信号線であります伝送路の貸し付け料でござ

いまして、携帯電話の不感地域解消のために設

置をいたしました携帯電話基地局で使用するた

め、ケーブルテレビの光ファイバーケーブルの



 

－45－

うち、使用していない芯線を携帯電話事業者に

貸し付けているものでございます。 

 款４・繰入金、項１、目１、節１・一般会計

繰入金は、収入済額４４０７万３０００円で、

指定管理者制度へ移行したことに伴う管理費の

減少や起債償還額が減少したことなどにより、

平成２９年度と比較して、２０６万４０００円

の減額となっております。 

 続きまして、１４０ページ、１４１ページを

お願いをいたします。 

 款６・諸収入、項２、目１、節１・雑入は、

収入済額で２１万７０００円で、携帯電話事業

者が電波状況を改善する目的で設置をいたしま

した小型の通信装置、いわゆるフェムトセル用

のケーブルテレビの通信回線利用料１０００円

と建物総合損害共済災害共済金の２１万５００

０円でございます。 

 続きまして、歳出につきまして御説明をいた

します。 

 別冊の平成３０年度における主要な施策の成

果に関する調書（その２）の２１９ページ、ケ

ーブルテレビ事業をお願いをいたします。 

 表の右側が歳出になります。 

 款１・ケーブルテレビ事業費は、ケーブルテ

レビの管理運営経費でございまして、決算額５

１９万７０００円で、平成２９年度と比較しま

して、４８１万８０００円減少いたしておりま

す。 

 公債費は整備に要した市債の償還額でござい

まして、決算額３９７９万円で、昨年と比べま

して、２９３万９０００円の増加となっており

ます。 

 続きまして、２２０ページをお願いをいたし

ます。 

 上段のケーブルテレビ事務事業は、自主放送

番組制作や番組内容の向上を図るためのケーブ

ルテレビ放送番組審議会の開催や、ケーブルテ

レビ全般の運営などについて御審議をいただく

ケーブルテレビ管理運営審議会の開催など、ケ

ーブルテレビ事業の運営全般に係るものでござ

います。 

 決算額は５８万４０００円で、ケーブルテレ

ビ放送番組審議会、ケーブルテレビ管理運営審

議会、指定管理者候補者選定委員会のそれぞれ

１回分の開催経費として、委員報酬と費用弁償

１２万３０００円と商業用レコード２次使用料

４６万１０００円でございます。 

 次に、今後の方向性でございますが、５、市

による実施（現行どおり）としており、放送番

組審議会で出されました意見を参考に、引き続

き地域に密着したよりよい番組の制作を行って

まいりたいと考えております。 

 不用額の１０万２０００円は、予定をしてお

りました八代市ケーブルテレビ管理運営審議会

の開催経費が下回ったものでございます。 

 次に、下段のケーブルテレビ維持管理事業

は、坂本、東陽、泉の各センターから各家庭へ

伝送路設備や放送配信、インターネット、ま

た、御利用者の顧客情報の管理等、各システム

の運用及び保守などの業務、また、災害等によ

る設備機器の修繕を実施するものでございま

す。 

 さらに、既に供用開始から１０年以上が経過

した設備機器等の計画的な更改や光ブロードバ

ンド化のための整備事業の推進などが事務事業

の概要となっております。 

 決算額は４６１万３０００円で、主なものは

伝送路及び機器等の修繕費１８９万７０００

円、テレビやつしろ株式会社への指定管理者委

託料として２６８万２０００円、告知放送電話

料の３万４０００円でございます。 

 次に、事業の方向性といたしましては、５、

市による実施（現行どおり）としておりまし

て、理由といたしましては、設備機器の老朽化

による不安解消と情報通信の格差是正を目的

に、設備機器の更新の事業を展開してまいりた
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いと考えておるところでございます。 

 最後に、公債費の状況について御説明をいた

します。 

 特別会計決算書の１４２ページ、１４３ペー

ジをお願いをいたします。 

 款２・公債費の支出済額は３９７９万円で、

目１・元金が３９２５万３０００円、目２・利

子が５３万６０００円となっております。 

 公債費の主なものは、当初の整備費用として

借り受けました約１７億７０００万円の償還金

でございます。 

 なお、平成３０年度末における起債残高は９

８１６万円となっております。 

 以上、平成３０年度八代市ケーブルテレビ事

業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただ

きます。御審議のほどよろしくお願いを申し上

げます。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 維持管理事業で、今

後、施設、機器更新などもするっていうふうな

ことになってますけど、各家庭の最終端末、ル

ーターの部分ですね。ちょっと、これはもう私

詳しく知らないもんですから、無線ＬＡＮが使

えないっていうところも聞いたことがあるんで

すけども、そういったものも、入ったものも、

一緒にプラン設定されてるのかどうか。確認を

したいと思いますが。 

○情報政策課長補佐兼情報化推進係長（高木浩

行君） 情報政策課の高木でございます。お答

えさせていただきます。 

 各家庭の最終端末、ルーターでございます

が、無線ＬＡＮについては一応使えます。た

だ、昔のＡＤＳＬ並みの能力しか回線にござい

ませんもんですから、非常に速度的には遅い、

今の光回線よりもかなり遅い状態。ま、そうい

った意味で使えないということなのかなと考え

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） わかりました。回線

の問題なんでということで、利用にたえないと

いう意味でございますね。ありがとうございま

す。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８５号・平成３０年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算については、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。これをもって、総務委員会を散会い

たします。 

（午後２時５１分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 
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    令和元年１０月１５日 

総務委員会 

委 員 長 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


